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【ある図書館長の悩み】

北九州市立大学図書館長  二 宮 正 人

はじめに 
北九州市立大学図書館では、 年度末

を目途に、開館日及び開館時間の見直しを

実現するための議論に着手した。 年

月の大学設置基準の改正（令和 年文部科

学省令 号）を受け、大学図書館に期待さ

れる新たな機能や役割に応えることのでき

る運営体制を再構築すること、同時に図書

館員の適正な労働環境を確保すること、を

議論の目的としている。

（ ）大学設置基準の改正と大学図書館

改正にあたっては、大学図書館の機能が

教育研究の促進にとって不可欠であるとい

う認識のもと、教育の質保証を実現するた

めにも、①紙媒体に留まらない各種資料の

整備・提供、②教育・学習の場としての整

備、③図書館間の協力体制の整備、④新た

な機能を十分に発揮させるために必要な専

門的職員の配置等が議論されてきた。

改正のポイントの一つに、教育研究の促

進への関与の明確化がある。改正後の第

条には、「教育研究を促進するため、」とい

う文言が追加されるなど、学術的な資源を

整備する意味を明らかにするとともに、図

書館と教育研究との関係を示している。二

つめは、来館型特化施設からの脱却である。

旧規定では、「大学は、図書、学術雑誌等の

資料を図書館を中心に系統的に備える」、ま

た「図書館には閲覧室、整理室等を備える」

とされるなど、利用者が直接来館をするこ

とを前提とした枠組みであった。改正では、

図書館を中心に系統的に整備する資料とし

て「電磁的情報により提供される学術情報」

が規定に加えられたほか、「図書館に閲覧室、

整理室等を備える」ことを求める規定自体

は削除されている。

大学図書館には、緊急時にも対応可能な

教育研究環境の整備、学術情報資源のデジ

タル化への対応、社会の 化に順応しうる

人材の育成などの観点から、「場所や時間を

問わない、持続可能な情報提供体制の構

築・運用」と「職員の新たな専門性」が求

められることになった。

（ ）本学の運営体制の現状と課題

本学図書館では、現在、授業期間中は、

平日・土曜日の ： － ： 、日曜日の

～ に開館し、課長 名、係長

名、職員 名（契約職員）の事務体制で、

シフト制を組み、運営している。そのため、

職員の勤務形態は不規則で、週の勤務日・

休務日には周期性は期待できず、また翌月

のシフト表が出るまでその月のお休みがわ

からないという不便さもある。このような

不安定な雇用環境は、当然、ワークライフ

バランスの実現の観点からは、改善が求め

られるべきものであり、とくに子育て層の

職員にとっては、土・日や夜間の対応が大

きな負担になるとの声が上がっている。

また職員全員が一堂に会する時間帯がほ

ぼ確保できない状況にあるため、全員揃っ

てのミーティングの開催も難しいという現

実がある。図書館員の倫理綱領（日本図書

館協会、 年 月 日総会決議）によれ

ば、図書館員には、組織体の一員として、

「自館の運営方針や奉仕計画の策定に積極

的に参画する」こと、また「相互の協力を

密にして、集団としての専門的能力の向上

に努める」ことが求められている。
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現在、大学図書館には、情報リテラシー

教育の深化や、研究活動支援としてのオー

プンアクセスの推進といった取組が強く求

められている。

まずはどのように対応していくのか、従

事する職員全員が、正規・非正規の区別な

く、意思決定の過程に参画でき、また丁寧

に議論ができるよう十分な時間を確保する

必要があろう。本学の場合、スタッフの

名全員が契約職員（司書・司書補の資格あ

り）であるが、本来正規の専任職員によっ

て担われるべき根幹的な業務にまで非正規

職員が従事している。図書館と民主主義と

の関係性に鑑みれば、図書館においてこそ、

民主主義を支える「参加と包含」という理

念が正しく実践されるべきである。

また図書館員には、改めて体系的に新し

い知識やスキルを身につけることが求めら

れている。職員個人の専門的能力の向上の

ためにも、研修機会の確保は欠かせないが、

研修の効率性や、集団としての専門的能力

の向上という観点からも、全員が参加し、

意見交換できるような研修機会を提供して

いくことが望まれる。日々の業務を通じて

得られた個々の経験が組織的に蓄積され、

継承・共有されていくことで、大学図書館

という組織自体の強みにも繋がる。

さらに学生らの情報リテラシーを涵養す

るためには、必要な時期に、必要な資源（人

員）を動員し、最適投入する必要がある。

入学当初に新入生と図書館を結びつけ、初

年次教育で学生の図書館活用力の基礎を固

め、専門演習の開始や卒論着手の時期に最

低限の研究の技法を身につけてもらうこと

は、大学にとって非常に重要な取組となる。

限られた人員や予算の中で、これらの課

題に適切に対処していくためには、開館日

や開館時間の見直しに手をつけざるを得な

かった。教員組織や学生団体にもこのよう

な実情を理解してもらい、時間をかけなが

ら真の合意形成を図っていく必要がある。

（ ）図書館員の専門性と処遇の乖離

大学図書館員には、①大学図書館職員と

しての専門性、②学習支援における専門性、

③教育への関与における専門性、④研究支

援における専門性が求められる（『大学図書

館の整備について』 年、 ）。

専任教職員採用の見込みの薄い本学では、

契約職員に対し、①は当然、②から③への

挑戦、そして④の深化（機関リポジトリの

管理から研究サイクルへの寄り添い支援）

までが、今後の業務の範疇として、期待さ

れることになる。おそらくこれまで同様、

問題なく順応されることであろう。

しかしその専門性は、公立大学であるが

ゆえに、処遇において評価されていない。

契約職員の処遇の中で、保健師や、エンジ

ニアリングアドバイザー、看護師、留学生

アドバイザー、知的財産管理の職種の専門

性は給与体系に反映されているが、図書館

司書の給与は、採用は別枠でも、一般事務

と同じ水準におかれたままである。「公立図

書館の司書は自治体の行政職員と同等に扱

われているなど、図書館の設立母体の一般

的職員と同等に処遇することが通常」であ

り、「専門性を認めつつも、人材確保の上で、

一般よりも厚遇するほどの必要性は認めら

れていない」（『図書館ハンドブック』日本

図書館協会、 年、 ）を引きずっ

ている。大学図書館員には、「教育・学習、

そして研究のパートナーとして機能するだ

けのより高度な専門性が強く求められ」（竹

内比呂也・國本千裕「大学図書館機能の変

化に対応する新しい大学図書館員の育成に

関する考察」『大学図書館研究』 号（

年 月）、 ）ているにもかかわらず。無

期転換が進むほど、有能な人たちが本学に

は揃っているはずなのに。

現代的な労働搾取の一つに加担してしま

った図書館長の悩みは尽きない。
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【電子書籍の充実と利用促進に向けた取組】

熊本県立大学図書館 武末 俊光

はじめに 

これからの大学図書館の在り方について、文部

科学省の審議会である科学技術・学術審議会 情報

委員会（オープンサイエンス時代における大学図

書館の在り方検討部会）が令和 年 月 日付け

でまとめた「オープンサイエンス時代における大

学図書館の在り方について（審議のまとめ）」は、

「最近では、図書館のデジタル転換や、それを通

じた支援機能の強化等の取組についての方向性を

定めることが求められていることから、大学図書

館職員も分野ごとのデータの取扱いや特性の違い

を理解する知識までも求められるようになってき

ている。さらに、世界的な新型コロナウイルス感

染症の拡大により、物理的な場所に制約されない

大学図書館の在り方を早急に検討する必要性が強

く認識されている。」 ）として、当時拡大し

ていた新型コロナウイルス感染症への対応を意識

した内容が盛り込まれており、大学を含む図書館

のデジタル転換や大学図書館資源へのアクセス方

法の多様化の確保が求められているところである。

本稿では、当大学図書館における近年の電子書

籍の充実、その利用促進に向けた取組についてご

紹介していきたい。

．図書・電子書籍の購入状況

（表１）図書購入状況  ※電子書籍除く (単位：冊)
合計

（表２）電子書籍購入状況 (単位：ｱｸｾｽ権購入ﾀｲﾄﾙ数）

合計
大学予算
国交付金
（合計）

当大学は、 学部（文学部、環境共生学部、総

合管理学部）と つのセンター（共通教育セン

ター）があり、学生数は 名 令和 年 月

日時点 である。当大学図書館では、蔵書数約

万冊で年間約 千冊余りの図書を購入しているが

（表 ）、大学 の取り組みの一環として、令和

年度から電子書籍の購入を開始した。当初は、本

学予算のみによる購入であったが、令和 年～

年度に国の新型コロナウイルス感染症対応のため

の地方創生臨時交付金（以下、国交付金という。）

を活用して、電子書籍の充実を図った。この結果、

電子書籍の年間購入数は、令和 年度から令和

年度では 冊未満であったが国交付金の活用に

より令和 年度から 年度では 冊を超え、

令和 年度末の累計購入冊数は 冊となった

（表 ）。

上述の国交付金を活用した電子書籍の購入に当

たっては、図書館運営委員会で購入方法の検討を

行った。その結果、学生教育に資する電子書籍及

び教員・学生の研究に資する電子書籍を購入する

ことを購入の基本方針とし、選書の主体は教員・

学生・図書館の 者とした。また、購入予算の配

分割合については、学生教育及び研究の専門家で

ある教員推薦の購入予算に重点を置くこととし、

教員：学生：図書館＝ ： ： の配分割合とする

ことが決定された。選書の時期については、一度

に多数の選書することが困難となることが想定さ

れたため、各年度とも前期と後期の 回に分けて

選書を実施した。教員選書分については各学部の

図書館運営委員を通じて各学部の教員の先生方に

推薦を依頼し、学生選書分については学生へのリ

クエストを募集するとともに（未購入分の）試し

読みができるように期間限定で学生に開放し、ア

クセスランキング上位のものを参考に購入を図っ

寄 稿 論 文
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た。教員選書及び学生選書については（各選書主

体に配分された）購入予算額に満たない場合は図

書館が代わりに選書する形で購入を行い、図書館

選書分については資格・多読関連を中心に選書し

た。なお、国交付金で購入した電子書籍の図書館

システムへの書誌登録については、外部業者によ

る委託作業により実施した。

なお、令和 年度からは本学予算のみで電子書

籍の購入を進めていく予定であるが、本図書館で

は図書館選書予算のうち一定額を電子書籍の購入

予算に割り当てており、その電子書籍購入予算を

増やしているところである。今後の電子書籍予算

の検討に当たっては、文部科学省の学術情報基盤

実態調査における本学と同規模の公立大学（公立

大学の ～ 学部）の 大学あたり電子書籍の予算

額（表 ）等を参考に、本学における電子書籍の

利用状況を鑑みながら、電子書籍の購入規模・内

容を検討していく予定である。

（表３）公立大学(2～4学部)１大学あたり図書館資料費
(単位:千円)

(資料の種類) R2実績 R3実績 R4実績 平均
図書
電子書籍
（合計）
※学術情報基盤実態調査結果報告 文部科学省 の公立大学
～ 学部 の図書館資料費を大学数で除して 大学あたりの各図
書館資料費(図書、電子書籍)を算出。

．電子書籍の利用促進の取組

購入した電子書籍の利用促進のため、令和 年

度より以下の取り組みを行った。

（１）図書館での電子書籍体験会

令和 年度より電子書籍体験会を開始した。当

初は、多い月で 回、時には書店スタッフによる

電子書籍体験会なども交え試行錯誤で開催してい

たが、曜日を固定した方が学生に分かり易いだろ

うということで、その後は第 ・ 水曜日に固定し、

月 回開催（授業期間のみ）している。

（２）授業出前講座による電子書籍体験会

導入した電子書籍を教員・学生に活用してもら

う契機とするため、希望する教員の先生の授業に

図書館職員が出向き、授業の時間の一部を活用し

て電子書籍体験会を実施した。こうした電子書籍

体験会の実施後、今後とも電子書籍を授業等で活

用していきたいとの教員の声もあった。その例と

して、英語多読用の電子書籍を紹介した英語の授

業出前講座では、自宅からネットを経由して多数

の書籍を自由に読むことのできる電子書籍の利点

を生かし、今後は、英語基礎力向上を図るため自

宅等での課題として英語多読用の電子書籍の読書

を学生に課していきたいとの話が教員からあった。

（写真 ）授業出前講座の電子書籍体験会の様子

（３）電子書籍アクセス用の コード設置

開架の図書（冊子体）に関連する電子書籍があ

る場合は、その本棚に コードを記載したケース

を設置することにより電子書籍への利用誘導を促

した。特に資格関連や多読の図書はリピーターが

多いため、重点的に コードを設置して誘導を

図った（ 、 、英検、簿記、英語多読関

連など）。
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（写真 ）

資格コーナーの電子書籍アクセス用 コード

書架上

（写真 ）

多読書の棚に設置の電子書籍アクセス用

コード

電子書籍の蔵書の充実に伴い電子書籍の利用ア

クセス数は増加傾向にあり、上記の利用促進に向

けた取組を実施した令和 年度における利用アク

セス数は 千件を超えたところである（表 ）。利

用アクセスの多い分野の つとして、語学の資格

試験 、 、英検等 などの電子書籍が挙

げられる。本学では英語資格試験の受験を推奨し

ており、こうした方針に沿って本図書館では国交

付金を活用して語学をはじめとした資格関係の電

子書籍の充実を図ったことが、学生の資格勉強の

利用ニーズに一定程度マッチしたこともあり利用

アクセスが増加したものと推察される。

（表４）電子書籍利用状況 (単位：利用ｱｸｾｽ数)
合計

おわりに

大学における教育・研究等の を国が推奨する

中で、今後とも大学図書館のデジタル転換を通じ

て教育・研究等の支援を推進していくことが求め

られていく。今後の大学図書館に求められる教

育・研究支援について、前述の文部科学省の審議

会である科学技術・学術審議会 情報委員会（オー

プンサイエンス時代における大学図書館の在り方

検討部会）が令和 年 月 日付けでまとめた

「オープンサイエンス時代における大学図書館の

在り方について（審議のまとめ）」は、「大学図書

館は、既存のコンテンツのデジタル化と、学術研

究等の成果として今後生み出されるコンテンツの

オープン化を進めるとともに、デジタル化された

コンテンツの利活用を支援する様々なサービスと

現行業務について、利用者志向の立場から再構築

する。」 ）としている。こうした提言を踏ま

えながら、教員・学生ニーズに応えられる大学図

書館を目指してこれからも様々な取組を行ってい

きたい。

参考文献

．科学技術・学術審議会情報委員会オープンサイ

エンス時代における大学図書館の在り方検討部会

『オープンサイエンス時代における大学図書館の

在り方について（審議のまとめ）』， 年 月

．文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付『令

和 年度学術情報基盤実態調査結果報告』，

年 月

．文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付『令

和 年度学術情報基盤実態調査結果報告』，

年 月

．文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付『令

和 年度学術情報基盤実態調査結果報告』，

年 月
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【北九州市立大学図書館】

はじめに

北九州市立大学図書館は、本館（新館）と書

庫棟（旧館）から構成されています。本館（新

館）は 年 月にオープンし、その後旧館

は書庫棟として整備されました。本館 階には

ラーニング・コモンズエリアを設けアクティブ

ラーニングが可能なエリアとなっています。

・ 階は従来型の閲覧席を配置し静かに利用す

るエリアです。その他ギャラリーや休憩スペー

スなどもあり、滞在型・交流型の図書館へと活

用の範囲を拡大しています。

施設概要

本館は環境共生型の設計が施されており、自

然採光を取り入れるガラスファサードやアルミ

製の日射制御ルーバーを備えています。また、

雨水利用、ハイブリッド換気、太陽光発電など

の機能を搭載しています。本館と書庫棟は ～

階で連絡通路によって接続されており、 カー

ドを用いた入退館管理により、利用者は蔵書の

多くを自由に閲覧することが可能です。

・延床面積

㎡ 本館 ㎡、書庫棟 ㎡

・蔵書収容能力 冊

・座席数 席

館内案内

本館について紹介します。

【【本本館館 階階 ギギャャララリリーー】】

ギャラリーは入退館ゲートの外に設置されて

おり、どなたでも観覧可能です。図書館主催の

展示だけではなく、教員や学生の活動報告や

サークル活動の展示も行っています。

【【本本館館 階階 休休憩憩ススペペーースス】】

館内で唯一食事が可能な休憩スペースでは、

個人でもグループでも自由に利用できる座席が

配置されています。 休憩時間には多くの学生が

利用する人気スペースです。

図 書 館 紹 介
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【【本本館館 階階 ララーーニニンンググ・・ココモモンンズズエエリリアア】】

階の大部分を占めるこのエリアは、学生や教

員が予約なしで利用でき会話しながらの学習が

可能です。ホワイトボードやプロジェクターな

どの学習支援ツールも自由に利用できます。

ラーニング・コモンズエリア

貸出備品一覧 個数

手続き

不要

プロジェクター 席固定 、超短焦点

プロジェクタ 席固定 、ホワイト

ボード 、バタフライボード

手続き

必要

インタラクティブホワイトボード 、

超短焦点プロジェクタ 、モバイルプ

ロジェクタ 、タブレット 、書画

カメラ 、分配器 、変換ケーブル

【【本本館館 階階 図図書書館館ホホーールル・・ググルルーーププ学学習習室室】】

図書館ホールとグループ学習室は予約をして

利用するエリアです。スクリーンやマイクなど、

大人数での学習やイベントに適した設備を整え

ており、授業や学生のグループディスカッショ

ンなど、さまざまな用途に利用されています。

図書館ホール

グループ学習室

【【本本館館 階階 個個室室ブブーースス】】

年に新設されたばかりの個室ブースは、

主にオンライン就職活動を目的とした利用に対

応しています。

【【本本館館 階階 ママンンガガココーーナナーー】】

年に北九州市漫画ミュージアム様からの

寄贈により設立され、研究や息抜きとして人気

の場所です。（学内者限定で貸出可能）
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【【本本館館 階階 閲閲覧覧席席】】

通常閲覧席のほか、教員・院生や学内者専用

エリアも配置されています。

通常閲覧席

手前 教員・院生／奥 学内者専用エリア

【【本本館館 階階 特特別別図図書書ココーーナナーー】】

指定図書や学生選書等のコーナーがあります。

「○○学がわかるコーナー」は特定分野について

教員が選書し、順に読むことでその学問への理解

を深めることができるコーナーです。

【【本本館館 階階 階階段段状状閲閲覧覧席席】】

靴を脱いでくつろぎながら読書ができる階段

状の閲覧席です。正面のガラス窓から階下を見

下ろせ、自然光が心地よい空間です。

【【本本館館 階階 ササイイレレンントトルルーームム】】

や電卓など音の出る機器の使用を制限した

部屋です。本館の中で、最も静かな空間です。

終わりに

北九州市立大学図書館は、利用者が主体的か

つ多様な学びを深められる環境を提供すること

を目的とし、静かな自習空間から交流を促す

ラーニング・コモンズまで、利用者の目的に合

わせた最適な学習空間を整備しています。これ

からも、蔵書や設備の充実を図り、より快適で

使いやすい図書館を目指してまいります。 
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【東海大学熊本図書館臨空（臨空図書館）】

はじめに

年 月の熊本地震で東海大学農学部があっ

た阿蘇キャンパス（南阿蘇村）は甚大なる被害を

受け、前身である阿蘇図書館も書庫内の書架が折

れ曲がり図書や製本雑誌がすべて落下するなど、

館内は想像を超える被害を受けた。

その後、農学部は熊本市内の熊本キャンパスへ

移り業務を再開した。阿蘇図書館も熊本キャンパ

ス内の熊本図書館へ移り 年 月に業務を再開、

年 月熊本キャンパスの熊本図書館と阿蘇図

書館が九州図書館として統合され、阿蘇図書館は

九州図書館新 号館図書館へ名称を変更した。

年 月、熊本空港の近くに新キャンパス、

「阿蘇くまもと臨空キャンパス」（益城町）を農学

部のキャンパスとして開設した。当館も名称を九

州図書館臨空図書館として新キャンパス内に開館、

年 月に熊本図書館臨空（通称・臨空図書館）

と名称を変更し現在に至る。

施設概要

構造：鉄筋コンクリート 階建て

面積： ㎡

総座席数： 席

【【阿蘇くまもと臨空キャンパス平面図（校舎部分）】

●臨空図書館… 号館 棟 階・一部 階

館内案内

館内は 階に学生が自由に利用できる飲食可

のラーニングスクエア（ 席）、閲覧・学習スペー

スとしてラーニングアゴラ（ 席）、書庫を利用

しながら静かに学習できるクワイエットルーム

席 、サークルの話し合いや学会・卒論発表の

練習、少人数の会議等の様々な用途で利用できる

グループ学習室 室 を設け、また 階へ上がる

回廊を兼ねて階段書架（書架 台・長机 台

席）、 階に完全個室の個別学習ブース（ 部屋）

を設置。 階へはラーニングスクエア内の螺旋階

段でも行き来できる。

エレベーター周りの壁には書棚を設置し、エン

トランスには農学部の紹介を、ラーニングアゴラ

に面した書架には新刊図書を配架している。

当館は従来型の図書館と異なり、開かれた施

設として出入口が各所にあり、ゲートを設置せ

ず、ラーニングスクエア・ラーニングアゴラ・

階段書架は ： まで自由に出入り可能なエ

リアとして活用されている。また、盗難防止の

セキュリティーシステムは設置せず、盗難防止

に関しては、図書館と農学部が密に連携し、配

架図書・雑誌を大学の共通財産として認識させ

るといった、学生への教育を中心とした対策を

実施している。
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【中庭から見た図書館外観】 □□

【 Ｆラーニングスクエア】□□○□□□

・螺旋階段で へ

新キャンパスはガラス張りを多く使用してお

り、 階のラーニングスクエアは 階部分まで

吹き抜けで、中庭に面した部分は全てガラス

張りの開放感溢れるスペースとなっている。

【グループ学習室 】 ■－○□□□□●

・ラーニングスクエアに隣接

【 Ｆエントランス】□□□○□□□□●□□□

・エレベータホールの周りに書棚を設置

・エントランスには農学部に関する資料を配架

【新刊コーナー】□○

・エレベータホールのラーニングアゴラ側には

新刊図書を配架

【 Ｆクワイエットルームと書庫入り口】 ■
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【 Ｆクワイエットルーム】□□□□□○□

・書庫と隣接、静かに学習したい学生が利用

【 書 庫 】 □ □ □ □ □ ○ □

・移動書架 台設置

※書庫とクワイエットルームは受付窓口の

業務時間内であれば自由に出入りできる。

業務時間終了後は施錠する為、利用不可。

※個別学習ブース・グループ学習は受付窓口

への利用申請の届出が必要。予約もできる。

グループ学習は ： まで利用可能。

※受付窓口業務時間

・平日 ： ： 土曜日 ： ：

・日曜・祝日（授業日以外）・休業日は窓口

閉鎖

【 Ｆラーニングアゴラ・一般雑誌配架】□□○

・机の中央に一般雑誌を配架

【 Ｆラーニングアゴラ・閲覧・学習スペース】□

・奥のＬ字型の書架には学術雑誌・寄贈雑誌の

最新号を配架

【 Ｆラーニングアゴラ・文庫本閲覧スペース】

・「閲覧学習スペース」Ｌ字型の雑誌架の裏側

にあたる場所。書架には文庫本と洋雑誌を配

架。学生はゆったりとくつろげるスペースと

して利用している。
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【階段書架】●□□□□○□□□□●□□□。

階段書架は 台の書架と 台の長机が交互に

設置されており、階段とスロープを併用し少し

ずつ 階部分へと上がっていく形式となってい

る。

各書架には全学生へ読んでほしい図書とし

て、大学院生・教養科目担当教員・農学部教員

が当館所蔵中の図書から推薦する図書の選定、

各学科の図書委員がとりまとめ図書館へ報告、

図書館でリストをまとめ配架作業を行う。

大学院生、教養科目教員選書・動物科学科教

員選書・農学科教員選書・食生命科学科教員選

書と書架ごとに区別し配架している。

書架の間に設置している長机は学生が学習

の場として活用している。

□□●□□□

【階段書架を上から見た写真】□ □

こちらも 階までの吹き抜けで、正面とＴ・

ランウェイ側（施設概要の平面図参照）はガラ

ス張りで開放的な空間となっている。

【 個別学習ブース】□□●□□□□○□□□□

・手前に 部屋、段下がりで奥へ 部屋併設

廊下を奥へ進むとラーニングスクエア内の螺

旋階段へつながり、 へ行き来できる。

おわりに□□□

□○熊本地震で被災した阿蘇キャンパスは、雄大

な阿蘇の山々が見渡せる、緑豊かで農学部とし

て最適な場所にあり、その中で阿蘇図書館も窓

から見える四季折々の風景に癒される、素晴ら

しい環境の中にあった。

年 月、熊本地震以後の様々な困難を乗

り越え、空港がある益城町に農学部の新キャン

パス「阿蘇くまもと臨空キャンパス」が完成し、

臨空図書館は同年 月から新しい環境の中で、

開かれた図書館として開館した。

個別学習・グループ学習、アクティブラーニ

ング、ミーティング、オンライン学習などのス

ペースを設け、さらに 時まで自由に出入り

可能なエリアも併設し、ラーニングコモンズの

場として、汎用性の高い新時代の図書館として

再生した。

館内には が整備され、どの場所にいて

もネット通信が可能で、オンライン学習はもち

ろんのこと、個別学習ブースでは遠隔授業や企

業面談、会社説明会等での利用、グループ学習

室では少人数での学習活動やサークル活動、修

論・卒論発表の練習、各種会議など、様々な用

途で活用している。この他、教員主催の各種学
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会や本学のオープンキャンパスなどにも利用

されている。

今後、従来の図書館としての役割を果たしな

がら様々なニーズに対応できる開かれた図書

館として、多くの利用者から親しまれ常に成長

と進化をし続ける図書館であるよう努力して

いきたい。

□□●□□□□○□□□□●□□□□□○□□□

□●□□□□○□□□□●□□□□□○□□□

□●□□□□○□□□□●□□□□□○□□□

□●□□□□○□□□□●□□□□□○□□□

□●□□□□○□□□□●□□ □□○□□□

□●□□□□○□□□□●□□ □□○□□□

□●□□□□○□□□□●□□□□○□□□□

●□
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【大分大学】

「 加速化くん」誕生

大分大学の「オープンアクセス加速化事業」採

択を機に、イメージキャラクター「 加速化くん」

が誕生した。オープンアクセスの広報を目的とし

て、パンフレット、グッズ、図書館及び医学図書

館へ設置した懸垂幕等に使用され、学内外から好

評を得ている。

講習会

レポートの書き方に関する講習会を 月に対面

及びオンラインで開催したほか、データベース等

の利用講習会をオンラインで開催して、資料及び

動画を 等で公開している。

レポートの書き方相談デスク

大学院生のチュータによるレポートの書き方相

談デスクを 月から 月の間実施し、レポートの

作成や学習に関する個別相談に対面及びオンライ

ンで対応しているほか、レポートの書き方を分か

りやすく解説するガイド資料等を作成・配布して

いる。

企画展示

旦野原図書館では、図書館のサービス案内や資

料の利用推進等を目的として、テーマを設けた展

示を行っており、主に学生を対象とした展示や大

分県立図書館（ ）や大分県と連携した企画展

示を行った。

＜展示内容一覧＞

月：ブルーバックス展

月：新生活応援展

月：防災展

月：養老孟司先生と虫展

月：水展

月：中学生が選ぶ！大学生におすすめしたい本

月：オープンアクセス加速化展

月：大学図書館の本 こんな本、あります

月の企画展示

大学開放イベント

月 日（月）の大学開放イベントに合わせて、

旦野原図書館では絵本の読み聞かせや一般・娯楽

雑誌の無償配布などのイベントを開催した。当日

は約 名の来館があり、普段なかなか大学図書

館を使うことがない学外者の方に大学図書館の魅

力を感じてもらえる機会となった。

一般・娯楽雑誌の無償配布

加盟館ニュース（五十音順）
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教育学部学生による絵本の読み聞かせ会

館内を巡るスタンプラリー

【鹿児島大学】

全学オープンサイエンス推進委員会

令和 年 月 日付で全学オープンサイエンス

推進委員会を発足させた。委員会は全学の部局長

クラスで構成され、 月 日に第 回、 月

日に第 回、 月 日に第 回の委員会を開催

し、オープンサイエンスの動向に関する情報共有

や今後の活動計画等の議論を行った。また 月か

ら 月にかけて全部局を回り、即時オープンアク

セス義務化などの国の施策、大学での対応状況の

説明会を行い、全学的なオープンサイエンス化を

進めている。

 

電子ジャーナル転換契約による 支援開始

令和 年から大手 社（

）と電子ジャーナル転換契約を締

結し、ある一定の条件（主にジャーナルの評価）

を満たした本学研究者の論文については、著者が

を負担することなく 論文とする支援を開始

した。令和 年 月 日から令和 年 月 日

までの期間については、文部科学省「オープンア

クセス加速化事業」に採択されたことに伴い、利

用条件を拡大して支援を実施している。

 

第 回九州地区国立大学図書館協会総会及び

第 回九州地区大学図書館協議会総会の開催

令和 年 月 日（月）、中央図書館 階ライ

ブラリーホール及び図書館長室において、鹿児島

大学を当番館とし、対面及び のハイブリッド

による第 回九州地区国立大学図書館協会総会

が開催され、各種議題について協議された。また、

令和 年 月 日（木）～ 日（水）の期間で

第 回九州地区大学図書館協議会総会が書面回

議にて開催された。

九州地区国立大学図書館協会実務者連絡会議

令和 年 月 日（金）、中央図書館 階ラ

イブラリーホールにおいて、令和 年度九州地区

国立大学図書館協会実務者連絡会議が開催され

た。『 時代の大学図書館における学習支援の在

り方』を会議テーマに活発な意見交換と各館の情

報共有が行われた。また令和 年度の会議テーマ

として『即時 義務化への対応』について提案

することとされた。

 

利用者向け講習会

月 日（水）

「ジャーナル・インパクトファクター活用術」

月 日（水）

「鹿児島大学専用環境によるオンラインセミ

ナー「 では何ができるか？」」
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企画 展示等

人権啓発パネル展

中央図書館では、令和 年 月 日（月）～

月 日（金）までの期間、鹿児島市役所市民局

人権政策部人権推進課による人権啓発パネル展示

を 階ギャラリーアトリウムにて行った。

身近な人権問題を 枚のパネルで鹿児島弁を

交え解説しており、分かりやすく学生にも好評

だった。

 

「授業支援企画：男女共同参画展」

令和 年 月 日（木）～令和 年 月 日（金）

まで、共通教育後期授業「身の周りの男女共同参

画」の支援企画として、男女共同参画に関連する

図書のテーマ展示を行った。

 

 

「ビブリオバトル 2024」 

鹿児島大学附属図書館学生サポーターにより、

月 日（土）、 日（日）に、全国大学ビブリオ

バトル の九州 ブロック予選会「知的書評合

戦ビブリオバトル 鹿児島大学×宮崎大学」が開

催された。

今回の予選会は対面とオンラインのハイブ

リッド開催で、 月 日に 回、 日に 回の計

回実施し、各回 人のバトラーが個性豊かに本

を紹介し、観覧者投票の結果、 冊のチャンプ本

が選出された。

 

「リアル宝探し ～見てはいけない～禁書の秘密」 

10月 21日～11月 8日の月・水・金、 

開催場所：水産学部分館 

学生対象の「令和 年度鹿児島大学進取の精神

チャレンジプログラム」に採択された水産学部学

生有志の「謎解き プロジェクトチー

ム」主催の謎解きイベントが水産学部分館で開催

された。

この企画の趣旨は、水産学部分館のサービス・

設備を活用した謎解きに参加することで、図書館

の施設利用促進とアフターコロナの学生同士の

交流の機会を創出することである。水産学部分館

でもコロナ禍後の利用者増の対策を検討してい

た時期でもあり、全面的にバックアップを行った。

開催 日間で約 名の参加があり、チーム毎に

振り分けられた参加者からはとても謎解きが楽

しかったとの感想があり、参加者はゲームを進め

ながらグループ学習室の予約や を借りての

鑑賞等、図書館での体験を楽しんでいた。
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オープンキャンパス 

令和 年 月 日 木 ～ 日 土 ：鹿児島大

学附属図書館オープンキャンパス を開催。

対面企画として『施設見学「謎解きゲーム」』を

実施した。

 

 

 

オープンライブラリー 

中央図書館では、令和 年 月 日（月）～

日（金）までの期間、中高生に向け図書館の

特別開放を行った。期間中は、閲覧、複写、カウ

ンターでの利用指導、蔵書検索、閲覧席での学習

を利用可能とし、中高生が普段利用できない大学

図書館を体験する機会となった。
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【鹿屋体育大学】

企画展示 

本学では、学生への読書推進のため、毎年芥川

賞・直木賞のノミネート作品及び本屋大賞の受賞

作品を購入している。

また、年に 回教員推薦図書を募集し、購入し

ている。

これらの購入した図書について、利用者が多く

通るカウンター前ホールに展示し、利用者が手に

取りやすい環境づくりを行った。利用状況につい

ては、貸出数も多く、足を止めて展示を眺める利

用者の姿も多く見られるようになった。

高校生の職場体験学習

令和 年 月 日（月）、 日（木）、 日（金）

の 日間、地元の高校生が職場体験学習のため、

図書館の業務体験を行った。配架作業、蔵書点検、

館内の装飾等、図書館の様々な業務を行った。

体験した高校生からは、「図書館の仕事として

抱いていたイメージとは異なる仕事がたくさん

あった。この経験を生かして将来の進路を考えた

い」と感想を得ることができ、図書館の仕事を広

める良い機会となった。

七夕飾り 

令和 年 月～ 月、図書館内に七夕飾りの装

飾をし、利用者に願い事を書いてもらう企画を実

施した。

多くの願い事が短冊に書かれ、とても賑やかな

雰囲気の館内となった。
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【北九州学術研究都市学術情報センター】

1．リフレッシュエリア拡張 

昨年度から行っているリフレッシュエリア整備

の拡張を行った。

今回は、閲覧机を移動させ、図書の展示スペー

スも兼ねたソファや、窓際にハイカウンターを設

けた。外を眺めながら読書などができ、人気のス

ペースとなっている。

講演会「なるほど！空想科学～マンガやアニメ

の世界を科学する～」開催

令和 年 月 日に「空想科学読本」の著者、

柳田理科雄氏の講演会を開催した。

人気のアニメや、郷土の漫画家の作品を科学的

視点で考えた話に、会場は驚きや笑いに包まれて

いた。子供から大人まで「科学」の楽しさを感じ

ることができた時間となった。

物探しゲーム「図書室でスカベンジャーハント 」

開催

令和 年 月 日に学術研究都市のお祭り「ひ

びきの祭」にて、図書室ではスカベンジャーハン

トを開催した。問題を読み、図書室内にちりばめ

られた答えを探していくゲームで、問題を解くこ

とで図書室の利用方法や、図書館の基本知識も知

ることができる内容となっている。

組、 名の方に参加いただいた。

4.「読みたい雑誌選手権」開催 

令和 年 月 日～令和 年 月 日

年に一度、スタッフで選んだ雑誌（一般雑誌）

の中から、読んでみたい雑誌を投票で選ぶ選手権

を行っている。候補約 誌の中から、一人 票投

票していただき、昨年度貸出数の上位 冊を残留

とし、投票数の多いもの ～ 誌を購入している。
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【九州工業大学】

図書館システムリプレース 

年 月に図書館システムのリプレースを実

施しました。今回のリプレースでは、オープンサ

イエンス時代を迎える中で、学術情報流通環境の

変化に伴う電子リソースの多様化や増大化に適切

に対応し、契約・管理業務の効率化及び、より効

果的なナビゲーション機能を利用者に提供するこ

とを目的とし、電子リソースの契約・管理機能の

導入を行いました。これにより、これまで表計算

ソフト等で行っていた契約情報等の管理が図書館

システム上で行えるようになり、データが一元化

されたことで蔵書検索システムや大学の財務シス

テムとの連携が容易になりました。

また、あわせて館内に設置している広報用のデ

ジタルサイネージについてもシステムを刷新し、

これまでのオンプレミスからクラウド型に切り替

えを行いました。これにより、今まで管理端末か

らしか更新することができなかったサイネージの

コンテンツが、 ブラウザ上でコンテンツ作成

から配信管理まで簡単に実施できるようになり、

管理上の利便性が向上しました。また、自館作成

のコンテンツだけでなく気象情報やニュース・非

常時の災害情報なども配信できるようになり、今

まで以上に利用者の目を引く情報伝達媒体となり

ました。

研究データポリシー・ ポリシー策定

研究データの管理・保存・公開・利活用および

オープンアクセスを推進するため、本学における

研究データポリシーおよびオープンアクセスポ

リシーを、令和 年 月に策定しました。

検討にあたっては、研究担当理事をリーダーと

した、研究推進部門、 、コンプライアンス室、

図書館を含めたタスクフォースを設置しました。

引き続き、即時オープンアクセス義務化に向けて

の具体的な運用方法や、研究データポリシーの運

用要項等についての検討を行っていく予定です。

〇九州工業大学研究データポリシー

〇九州工業大学オープンアクセスポリシー
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【九州大学】

 オープンアクセス推進の取り組み

文部科学省「オープンアクセス加速化事業」に

より、本学では、即時 義務化に向けた取り組み

として、機関リポジトリの登録支援システムの開

発、期間限定 支援拡大キャンペーンの実施、

人文系研究データ公開プラットフォームのプロト

タイプ開発などを行っている。

また、 推進体制の強化の一環として、全キャ

ンパスの図書館職員からなる サポートチーム

を結成した。同チームは、各キャンパス図書館に

おける相談対応を充実させるとともに、研究者及

び職員のオープンアクセスに対する意識醸成・意

識改革を図ることを目的としたもので、経験や現

業務を問わずメンバーを募り、現在 名及びオブ

ザーバ 名で構成している。 意識調査・啓発コ

ンテンツ・勉強会企画の つのサブチームに分か

れ、研究者向けアンケート調査の実施やチラシ作

成、勉強会の開催等、機動的に活動を行っている。

 研究データ管理スタートアップ支援事業

本学では、 年度より国立情報学研究所から

の委託を受けて「研究データ管理スタートアップ

支援事業」に参加し、データ駆動イノベーション

推進本部研究データ管理支援部門（ 部門）と

附属図書館との連携により取り組みを開始した。

本事業は、各地区の拠点大学が中心となり、地域

の研究機関の研究データ管理体制整備や支援サー

ビスの構築を支援するもので、 年度に東海地

区・北陸地区で開始され、 年度から九州地区

でも展開することとなった。本年度は各大学の状

況把握・ニーズ確認を行いつつ機運を高める

フェーズとし、主に以下の活動を行った。

月、 部門主催、附属図書館・統合新領域

学府ライブラリーサイエンス専攻共催により、国

際シンポジウム「大学における研究データサービ

スの導入と展開」を開催した。本シンポジウムで

は、米国ニューヨーク州立大学バッファロー校と

英国エディンバラ大学の研究データサービスの実

務家を招聘し、先進的な事例紹介と日本における

課題についての議論を行い、日本の大学に必要な

研究データサービスとその実現方法について考

察した。シンポジウムには対面とオンラインのハ

イブリッド形式で 名が参加登録し、各機関に

おいて喫緊の課題であることが確認された。

講演資料及び動画は、以下で公開している。

また、本事業を推進するに当たり、 年

月に結成された九州・沖縄オープンユニバーシ

ティ（ ） に、 つ目の となる「研究デー

タ管理・利活用 」を設置した。 月には、本

の下に実務担当者で組織された推進連絡会に

よる情報交換会を開催し、 大学から研究推進部

署や図書館の職員、 等 名が一堂に会し、

研究データの支援体制、支援サービス、システム、

研究データ管理教育、研究データの公開等につい

て、情報共有と活発な議論を行った。

 貴重文物展示「続・雅俗繚乱 ―江戸の秘

本・珍本・自筆本―」を開催

附属図書館では、所蔵する貴重資料を広く公開

するため、毎年、貴重文物展示を開催している。

回目の今回は、会期を 年 月 日～

月 日とし、江戸期和装本を中心とした貴重書

九州・沖縄オープンユニバーシティ（ ）：

九州・沖縄の全 国立大学による、研究力向上

に関する連携協力の共通プラットフォーム。
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コレクション「雅俗文庫」を取り上げた。雅俗文

庫は故・中野三敏名誉教授の手により蒐集された

資料群である。 年から附属図書館で受け入れ

を進め、目録作成のための調査も終えたことから、

企画した展示会であった。本学伊都キャンパスの

フジイギャラリーという創造性を育む展示専用空

間を会場とし、雅俗文庫の中から選りすぐりの

点を展示した。展示品の中には 年の 大河

ドラマでも話題の蔦屋重三郎版の出版物もあり、

注目を集めていた。

あわせて、 月 日には、展示の監修者である

本学人文科学研究院の川平敏文教授によるギャラ

リートークおよび講演会を実施した。本学の学生

や教職員に加えて、他大学の研究者の方、一般市

民の方など、江戸文化に関心のある方々が多数足

を運び、大変盛況であった。

展示会の会期後は、同内容を電子展示として再

構成し、インターネット公開している。

なお、当貴重文物展示は「九州大学デジタル資

料整備事業」の寄附金によりご支援いただいた。

 オンライン決済の全館導入および現金収納

の廃止

年 月より、文献複写等の料金徴収にお

いて、クレジットカードによるオンライン決済、

コンビニ店頭決済の二つの決済手段を新たに導

入している。導入当初は、中央図書館・理系図書

館・医学図書館の 館での実施であったが、

年 月には、筑紫図書館・芸術工学図書館にお

いても実施をスタートし、全館へ拡大した。図書

館カウンターでの現金支払いに代わるものとし

て、これらの決済手段が利用者に定着してきたこ

とから、同年には、図書館カウンターでの現金収

納を廃止し、業務を省力化することができた。

新たな決済手段は、利用者の利便性を大幅に向

上させるものである。図書館カウンターでの現金

収納は、規則上、収納担当者に任じられた職員が

いる時間帯（平日 時 時）に限られる。この

時間帯に来館し、料金を支払わなければ、利用者

は文献を受け取ることができなかった。新たな決

済手段により、利用者は、インターネットやコン

ビニでいつでも支払い可能となった。

－ 22 －



【熊本大学】

第 16 回熊本大学東光原文学賞・受賞作発表  

（ 月）

今回で第 回を迎える熊本大学東光原文学賞

には 作品の応募があり、 月 日開催の表彰

式において学長賞 篇、附属図書館長賞 篇を

発表した。

学長賞は「 」、附属図書館長賞

は、「青海」、「ネバーランドの黎明」、「ロストティー

ン」。受賞作品は、令和 年 月に刊行した 『第

回熊本大学東光原文学賞作品集』（冊子）で読

むことができ、過去の受賞作はすべて図書館ホー

ムページで公開している。

（

）

クラウドファンディングによる松井家文書の修復

とアーカイブ公開（ 月 ） 

令和 年 月 日より令和 年 月 日にか

けて実施したクラウドファンディング「記録は宝

熊本大学『松井家文書』宮本武蔵の記述と新たな

発見を未来へ」では 万円以上の寄附をいただ

いた。この資金を基に「松井家文書」オリジナル

史料の修復とデジタルアーカイブ公開プロジェク

トを開始した。史料修復は令和 年 月に 件

（ 通）を完成し、アーカイブシステム公開は令

和 年 月をそれぞれ予定している。

また、令和 年 月には返礼イベントの一つで

ある古文書解説と図書館ツアーを実施した。ご支

援者のうち返礼のツアーを申し込まれた 名が

参加され、本学、稲葉永青文庫研究センター長に

よる松井家文書 点の解説があり、その後活発な

質疑応答が行われ、盛況のうちに終了した。

（稲葉センター長を囲み絵図に見入る支援者）

株式会社肥後銀行とネーミングライツ事業契約

締結（ 月）

熊本大学では、令和 年 月に株式会社肥後銀

行とネーミングライツ事業契約を締結した。令和

年 月 日から熊本大学附属図書館中央館に愛

称が設定され、中央館全体には「ひご未来図書館」、

ラーニングコモンズ（アクティブエリア）は

「 」と命名された。

期間は令和 年 月 日まで。

（中央館全体 ひご未来図書館）

（ラーニングコモンズ［アクティブエリア］

）
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「菊池恵楓園絵画クラブ金陽会作品展」を開催 

（5 月） 

熊本大学附属図書館医学系分館では、 月 日

～ 月 日に国立療養所菊池恵楓園の絵画クラブ

金陽会の作品展を開催した。ハンセン病で隔離差

別された方たちが独学で描いた作品 点を展示

した。医学部学生のみならず、さまざまな方に絵

画との対話を通じてハンセン病について心で学ぶ

機会をと、絵画クラブ金陽会のキュレーターとの

共同で企画した。

作品は 階ラーニングコモンズに展示され、開

催期間中は医学部 年生及び 年生が授業の一環

として鑑賞し、多彩な感想が寄せられた。また、

学内や熊本県内のみならず県外からも観覧者があ

り、広く鑑賞の機会を提供できた。

（菊池恵楓園絵画クラブ金陽会作品展の様子）

第 回熊本大学附属図書館貴重資料展「小楠に

届いた手紙―横井小楠文書にみる幕末群像―｣

を開催（ ～ ）

令和 年 月に、

幕末維新期を代表

する儒学者・政治家

である横井小楠の

ご子孫の赤松秋雄

様が「横井小楠文

書」を本学に寄贈さ

れ、新たに貴重資料

と認定した。

今回の貴重資料

展は横井小楠にス

ポットをあて、新たに加わった横井小楠文書を中

心に、計 点を展示・公開した。期間中には、

人文社会科学研究部（文学系）三澤 純 教授およ

び永青文庫研究センター 今村 直樹 准教授によ

る公開講演会 第 回永青文庫セミナーも開

催した。

日間限定の貴重資料展は、卒業生・一般市民

を含む 名が訪れ盛況であった。

（貴重資料展の様子）
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【佐賀大学】

佐賀県「司書のつどい」での著書展示

令和 年 月 日にホテルニューオータニ佐賀

で開催された佐賀県立図書館主催の「司書のつど

い」において、令和 年 ～ 月に本館で開催した

「 むし結び」のコラボイベント「貴重書に見

る昆虫の世界展」での関係教員の著書を展示した。

学生選書ツアー開催

令和 年 月 日に 年ぶりとなる学生選書ツ

アーを開催した。 名の学生が参加し、紀伊國屋

書店福岡本店に赴いて選書を実施し、各学生の専

攻分野の学術書や小説など多様な図書約 冊が

選書された。参加した学生からは「選書していた

らあっという間に時間がたってしまった」「次回も

参加したいと思う」などの声が聞かれ、終始和や

かなイベントとなった。選書した図書は本館・医

学分館の学生選書コーナーに展示しており、よく

利用されている。

図書館月間

読書週間にあわせ毎年 月末から 月末の期

間を「図書館月間」として、各種イベントを開催

している。今年は、附属図書館本館エントランス

ホールにて「幕末の佐賀と学問－明治維新への

道－」をテーマに当館で所蔵している貴重書コレ

クションから十数点を展示した。

月 日には地域学歴史文化研究センター三

ツ松准教授による展示解説が行われ、参加者から

は本展示と『葉隠』との関連性や儒学とその拡が

りや背景についての質問が数多く寄せられた。

また、学生向けの参加型企画として「図書館脱

出ゲーム」を開催した。参加した学生からは「図

書館のサービスを詳し

く知る良い機会になっ

た」「 や問題作りに

参加してみたい」との

反応があった。
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常設貴重資料企画展開催

所蔵の貴重書「小城鍋島文庫」及び「市場直次

郎コレクション」から、 か月ごとにテーマを選び、

本館貴重書展示エリアで展示している。今年は次

のテーマで企画展示を行った。

・小城藩日記にみる佐賀藩の種痘

・噺本と生き物

・大津絵節と鳥

・幕末の佐賀と学問

－明治維新への道－

大学生のインターンシップおよび中学生の職

場体験学習

大学生 名が 日間のインターンシップのため、

中学生 名が 日間の職場体験学習のため来館し、

図書館業務を行った。カウンター業務をはじめ、

普段は目にしない発注、受入から目録、配架まで

の裏方の業務一つ一つに取り組んだ。大学図書館

の業務の多さや作業の大変さを実感でき、また仕

事への取り組み方、

進め方等について

学べ、貴重な経験と

なったとの感想が

寄せられた。

【長崎大学】

入退館システム更新 

中央館、医学分館、経済学部分館の入退館シス

テムを更新した。

ネーミングライツ除幕式 

株式会社日本ベネックスとの間に 月 日に

ネーミングライツ契約を締結した。対象施設は中

央図書館の 施設（ラーニングコモンズ・ギャラ

リー・ライブラリーラウンジ）である。契約期間

は 年間で、得られた命名権料により教育研究環

境の向上を図る。長崎大学初のネーミングライツ

契約であり、学長、図書館長と日本ベネックス社

長による看板の除幕式を 月 日に行った。

研究データポリシーの策定 

長崎大学研究データポリシーおよびポリシー

解説を、オープンアクセス推進本部会議での承認

を経て、 月 日に学長裁定により策定し公開し

た。研究者が研究データを適切に管理し、可能な

限り公開・利活用することを定めている。
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メディアルームリニューアルオープン 

中央図書館のメディアルームは、 基盤セン

ターが管理するパソコンが設置され、ガイダンス

や講習会などに活用されてきたが、ノートパソコ

ンの必携化が進み、これまでの用途を見直す必要

が生じてきたため、メディアルームの改修を行っ

た。パソコンと什器を撤去、電気工事を行った上

でカーペットを貼り換え、什器を新調した。机と

椅子は全て可動式とし、ホワイトボードや、電源

コンセントポール等を複数配置した。部屋の後方

には、利用者から要望のあったソファー席やハイ

デスクも設置した。グループ学習や授業、イベン

トなど、様々な用途で活用できる部屋となった。

『長崎出島之図』修復完成披露 川原慶賀展 

経済学部分館所蔵の『長崎出島之図』は、出島

出入り絵師の川原慶賀が描いたと伝わっている。

出島の全景を描いたもので、長崎市が進めている

世紀初頭の出島復元計画でも参考とされてい

る史料である。幕末に描かれた本作品は、経年に

より傷み、汚れ、シミ等の劣化が見受けられたた

め、旧日蘭学会からの寄附金により、京都の専門

業者によって修復を行った。修復が完了したため、

川原慶賀に関係する資料 点とともに、 月

日から 月 日まで展示を行った。一般市民を含

む 名の見学者が訪れ、マスコミでも多数報道

された。

映画「医学生 ガザへ行く」上映会開催 

月 日に、医学分館では初めてとなる映画

の無料上映会を開催した。上映会は、ユナイテッ

ドピープル株式会社が実施する、全国 大学無

料上映キャンペーンの一環として開催。午前と午

後に 回ずつ、計 回上映し、学内から計 名

の参加があった。

本木昌造展－生誕二百年記念－ 

年は本木昌造生誕 年にあたる。これ

を記念して、経済学部分館長崎学資料展示室にお

いて「本木昌造展」を開催した。この展示会は附

属図書館の 館に所蔵する史料を一堂に集めて

行う初めてのものであり、本木家文書と称する昌

造自筆草稿（初公開）など全 点の展示を行っ

た。 月 日から 月 日までに一般市民を含

む 名の見学者が訪れた。
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全国図書館大会長崎大会の第 2 分科会開催 

第 回全国図書館大会長崎大会が「図書館が

つなぐ 人・まち・ミライ ～ 世紀の出島（長崎）

から～」というテーマのもと、 月 日、 月

日に長崎県庁をメイン会場として開催された。

第 分科会「大学・短大・高専図書館」は長崎県

大学図書館協議会（県内の 大学・ 短大・ 高専

の図書館で構成）が担当し、長崎大学中央図書館

のメディアルームが会場となった。

第 分科会のテーマは「学生のための大学図書

館へ！～なんでも話そうチャンポン・ワーク

ショップ～」。コロナ禍を経て大学図書館の機能や

役割は大きな転換点にあるが、学生のための図書

館という役割は時代が変わっても続いていく。分

科会では、学生の視点からの大学図書館との関わ

りについて 件の事例発表、学生サービスを行う

図書館職員の取り組みに関する 件の事例発表が

行われ、その後関心のあるテーマに分かれてグ

ループワークを行った。北海道から九州各県まで

全国各地から約 名の図書館職員や学生の参加

があり、「学生の利用状況を知ることができた」「広

報についてたくさんヒントが得られた」「他館との

情報交換ができて有意義だった」との感想がよせ

られた。

地域文化研究会公開講演会 グラバー図譜カレ

ンダー5 周年記念「干潟の海の魚たち」 

附属図書館地域文化研究会では、グラバー図譜

カレンダー発売 周年を記念して、 月 日に

講演会「干潟の海の魚たち」を開催した。講師は

カレンダー制作者の水産学部 山口敦子教授。研

究対象である有明海の魚と生態系について、また

「グラバー図譜」と、山口教授が現在行っている

魚類・生態系研究プロジェクトによる最新の成果

を織り交ぜたカレンダー制作秘話が語られた。参

加者は一般市民を含み、対面で約 名、オンラ

インで約 名が講演に聞き入った。

【福岡教育大学】

  

オープンライブラリーの実施

月 日から 月 日の期間、中学生・高校

生を対象として、オープンライブラリーを実施し

た。

年の第 回実施時に要望としてあげられた

居住地域に関する制限を行わなかったことで期間

中の来館者も増加し、前回実施時に利用目的の大

半を占めていた「学習スペースとしての利用」だ

けでなく、館内施設の見学や利用を希望する参加

者も多く見られた。

 

「 コーナー」の設置

月より、図書館 階に「 コーナー」を新

設した。

本コーナーは、 に興味を持った学生が気

軽に について知り、考えることができる場

所として、また、これからの「持続可能な社会」

を構築するための担い手を育てる教育を持続可

能とするための道標となることを目指し、本学の

生活文化サークル（ ）の協力により設置した。

コーナーには、 の入門書をはじめ、「

×教育」として、教育現場でどのように を
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取り入れるかについて学ぶことのできる資料を、

また、持続可能な開発のための教育（ ）の基本

概念や実践方法について深く理解するための資料

を多数配架している。そのほか、実際の授業で

を取り上げるための授業プランの作成アイ

デア、 の基礎知識を学ぶことのできるすごろ

くやサイコロなど、学生のアイデアをもとに作成

された教材も多数展示している。

【宮崎大学】

オープンアクセスポリシーの制定 

年 月、本学では「宮崎大学オープンアク

セスポリシー」を策定して公開した。学術雑誌等

に掲載された本学の研究者による研究成果を、宮

崎大学学術情報リポジトリで公開することとなっ

ている。

オープンアクセス誌掲載料支援制度を開始 

年 月、オープンアクセス誌掲載料支援制

度 を開始し た。 社お よび

社の電子ジャーナル転換契約（

契約）に伴うもので、著者は一定の著者

負担金を負担することで論文をオープンアクセス

で出版することができる。

「教科書ってなんだろう」本学教員研究成果展 

月 日～ 日に、本館正面玄関前展示ブー

スにて、本学

教員研究成果

展を開催した。

学内で募集を

行い、応募の

あった教員の

研究成果物を

展示した。

視覚障がい学生に対する支援体制の整備 

令和 年度に視覚障がい学生が入学したこと

を機に、本館の館内設備や支援体制を整備した。

館内の主要な動線上に、点字マットや誘導カー

ペットを敷設した。また、資料利用を支援するた

め、従来から設置していた音声拡大読書器に加え、

蔵書検索用 に画面読み上げソフトを導入した。

さらに、授業で使用する教科書・参考書のうち、

出版社等から読み上げ用テキストデータの提供

が受けられないものについて、図書館職員がス

キャナおよび ソフトを用いてテキストデー

タを作成した。

「教科書ってなんだろう」展 入口からの動線に点字マット等を敷設
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【琉球大学】

令和 年度国立大学法人琉球大学地域貢献活動表

彰を受賞

当館保存公開係が令和 年度国立大学法人琉球

大学地域貢献活動表彰で「地域貢献表彰」を受賞

しました。この表彰は、「地域の発展に貢献すると

ともに琉球大学の名誉を高めるための取組を実施

している教職員の業績を讃え、その優れた取組を

学内外に広め、本学における地域貢献活動を一層

推進すること」を目的に実施されています。

保存公開係は、当館が所蔵する文化資源の貴重

資料を地域社会へ還元することを企図し、貴重資

料の展示会を学内で平成 （ ）年から開催し、

平成 年からは学外開催へと展開してい

ます。また、令和 年から「おでかけ貴重

書、〇〇へ行く 」（※「〇〇」は開催地名）と題

したミニ展示会を琉球列島内のさまざまな地域で

開催しました。その他、 （ ・ ）や

を活用した情報発信や、収集した貴重な

沖縄関係資料を電子化し、広く一般に公開するな

どの活動を実施しています。

今回の表彰では、「大学図書館の使命としての資

料の収集及び保存に加え、その積極的な公開を行

うことについては、地域資料や貴重本などに関心

を示す人々にとって望まれ続ける活動であり、本学

の評価を高めていると言える」と評価されました。

今後、これまで行ってきた取組のブラッシュ

アップを図りながら、当館が主催する地域連携事

業のさらなる認知度向上と地域ステークホルダー

との継続的な関係性の構築を目指していきます。

琉球大学地域貢献活動表彰の賞状と盾

令和 年度学外企画展を開催

当館は、毎年本学所蔵資料を地域貢献の一環と

して公開する企画展を開催しています。令和

年は、「琉大資料がつなぐあやはし うる

まの今昔」と題し、本学の博物館 風樹館 、島嶼

地域科学研究所と考古学研究室の展示協力を得

ながら、うるま市教育委員会と共催でうるま市立

海の文化資料館にて 月 日から 月 日の

日程で開催しました。

本展では「うるまの今昔」を主題に、「琉球大

学の今昔」「うるま市の海と自然」「あやはしがつ

なぐ沖縄イーストコースト」という つのテーマ

を設定、それぞれに本学所蔵資料の中から実物標

本 土器遺物、動物標本など ・貴重書ほかを出展

しました。特に当館からは、『椿説弓張月版画』

『おもろさうし』など、勝連の英雄阿麻和利と伊

波普猷に関する貴重な資料を展示しました。

また、本学考古学研究室所蔵資料（出土遺物、

発掘報告書など）、博物館 風樹館 よりジュゴン

の骨格標本などの実物資料数点とパネルなどを

展示しました。さらに、関連イベントとして

回のワークショップを開催しました。

期間中は過去最高となる 名の見学者が

訪れました。見学者からは「地域の歴史を知るい

い機会となった」「子ども用の解説があって良

かった」ほか多数の好意的な感想が寄せられまし

た。

学外企画展オープニングセレモニー
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館内企画展「読む・知る・つながる 障がい学生支

援室」を開催 

当館では 月 日～ 月 日まで、本学障が

い学生支援室と連携し、本館 階ラーニング・コ

モンズを会場に、館内企画展「読む・知る・つな

がる 障がい学生支援室」を開催しました。

琉球大学建学の精神は「自由・平等、平和・寛

容」であり、障がいのある人もない人も同じよう

に教育・研究に専念できる大学づくりを目指して

います。障がい学生支援室は障がいのある人や、

学業を修めるにあたって合理的な配慮を希望する

人のための相談窓口です。本企画展では、障がい

学生支援室の活動内容を、「障がい」「法律・制度」

「支援」「教育」「多様性」「キャリア」の つのキー

ワードを基に、同室作成のパネルや小冊子、動画

コンテンツ等で紹介しました。その他、ボランティ

アの学生作成によるポスターや、本企画展のテー

マに関連する図書館資料も展示しました。

今回の企画展が、障がい学生支援への関心を高

めるきっかけになればと考えています。

館内企画展の展示
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福岡県・佐賀県図書館協議会

【令和５年度総会（書面会議）】 

日 時：令和 年 月 日（金）～ 月 日（金）

当番館：久留米工業大学学術情報センター

投票会員： 館

協議事項

（ ）令和 年度決算報告および監査報告

（ ）令和 年度予算（案）

（ ）次期理事館および監事館の選出

（ ）福岡県図書館協会理事の選出

地区研究会報告

（ ） 北部地区

九州共立大学附属図書館

（ ）福岡地区

西南学院大学図書館

（ ）南部地区

西九州大学短期大学附属図書館

聖マリア学院大学図書館

承合事項

（ ）より魅力的な「選書ツアー」についての課

題と工夫について

（ ）研究データポリシー実施要領について

（ ） 登録状況について

（ ） 大学負担状況について

（ ）転換契約について

（ ）電子書籍導入に関する課題

その他報告事項

（ ）退会届について

福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地区研究会

【令和６年度研究会（書面回議）】 

日 時：令和６年７月 日（木）

会 場：書面（メール）回議

出席者： 館

当番館：九州工業大学附属図書館

議 事

（ ）審議事項

１）令和５年度決算報告および監査報告

２）令和６年度予算案

３）令和８年度福岡県・佐賀県大学図書館協

議会北部地区研究会当番館の選出

（ ）協議事項

１）福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地

区研究会今後の在り方について

２）福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地

区研究会内規および運用についての申し

合わせ事項の修正について

（ ）承合事項

１）新聞の管理方法について【福岡県立大学】

２）書架の狭隘化対策について【九州国際大

学】

（ ）確認事項

１）福岡県・佐賀県大学図書館協議会北部地

区研究会 加盟館利用案内

２）令和７年度福岡県・佐賀県大学図書館協

議会北部地区研究会当番館確認

３）令和７年度福岡県・佐賀県大学図書館協

議会総会理事館確認

図 書 館 活 動 報 告
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2024（令和 6）年度 福岡県・佐賀県大学図書館協議会

福岡地区研究会 記録

日 時： （令和 ）年 月 日 金 ： ～

：

会 場：福岡教育大学学術情報センター図書館

出席者： 館 名

当番館：福岡教育大学学術情報センター図書館

九州情報大学附属図書館

福岡女学院大学図書館

テーマ：「オープンサイエンスを見据えた大学図書

館の業務再構築」

１．講演

演 題：「機関リポジトリ業務における スキルの

活用」

講演者：九州大学附属図書館 リソース課

リポジトリ係長 芦北 卓也 氏

２．グループワーク

機関リポジトリ／即時オープンアクセスの取

り組みについて

図書館利用者減少・利用率アップの取り組み

について／電子ブックの利用促進について

これからの大学図書館に求められる「場」や

「サービス」について

大学図書館員のスキルアップについて

グループ発表（各グループ 分程度）

３．承合事項

即時オープンアクセスへの対応に係る今後の

方針について （提案大学：福岡女子大学）

個人研究費により購入した図書等を「備品」

と「消耗品」とに仕分ける諸規程・内規等、

その他ルールについて

（提案大学：福岡女学院大学）

書架収容率の算出方法について

（提案大学：福岡女学院大学）

外国雑誌等の価格の上昇への対応について

（提案大学：福岡女学院大学）

地域協働型の図書館ネットワークの構築に

ついて（提案大学：福岡女学院大学）

４．その他

（令和 ）年度福岡地区研究会当番大学の

紹介

※閉会後、福岡教育大学学術情報センター図書館

見学
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令和 5 年度 福岡県・佐賀県大学図書館協議会

南部地区研究会記録

 

【令和 年 第 回研究会】

日 時：令和 年 月 日（火）

会 場：聖マリア学院大学 号館

階ロイ・アカデミアホール

出席者： 館 名

当番館：聖マリア学院大学図書館

議 事

研究テーマ

１）「コロナ禍によって変化する図書館運営

－利用者サービス－」

（提出館：聖マリア学院大学図書館）

協議事項

令和 年度研究テーマを協議、以下の テー

マとした。

１）第 回「オンラインサービスを活用した

利用者サービス、特に文献検索ガイダン

スについて」

２）第 回「オープンアクセス、オープンサ

イエンス等への取組みについて」

承合事項

１）延滞図書の督促方法について

（提出館：佐賀大学附属図書館）

２）蔵書点検について

（提出館：佐賀大学附属図書館）

講演

演題：「設立理念の源」

講師：聖マリア学院大学

学長 井手 三郎 氏

令和 年度南部地区研究会のまとめについて

総会

１）令和 年度決算について

２）令和 年度予算書（案）について

３）令和 年度幹事館及び当番館の選出に

ついて

４）令和 年度福岡県・佐賀県大学図書館

協議会理事館・監事館の選出について

 

 

【令和 年 第 回研究会】

日 時：令和 年 月 日（金）

： ～ ：

会 場：有明工業高等専門学校 管理棟 階大

会議室及び図書館棟 階図書館閲覧室

出席者： 館 名

議 事

研究テーマ

１）オンラインサービスを活用した利用者

サービス、特に文献検索ガイダンスにつ

いて

（提出館：九州大谷短期大学図書館）

承合事項

１）地域開放における学外者の受入について

（提出館：聖マリア学院大学図書館）

２）図書の配架の工夫について

（提出館：有明工業高等専門学校図書館）

講演

演題：「図書館で授業」

講師：有明工業高等専門学校

図書館長 一般教育科

教授 村田 和穂氏

次期当番館の確認
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佐賀県大学図書館協議会

令和 年度佐賀県大学図書館協議会総会

日 時：令和 年 月 日（火） ： ～ ：

場 所：西九州大学附属図書館

（神埼キャンパス）

出席者： 館 名

議 事

協議事項

（ ）令和 年度決算報告について

（ ）令和 年度予算（案）について

（ ）令和 年度幹事館および監査館の選出につ

いて

報告事項

（ ）各大学図書館の年間活動状況について

（ ）各大学図書館からの補助金活動状況につい

て

（ ）佐賀県・読書推進運動協議会・総会の報告

について

（ ）九州龍谷短期大学の退会について

（ ）その他

承合事項

（ ）検定教科書の取り扱いについて（提出館：

西九州大学短期大学部附属図書館）

長崎県大学図書館協議会

１ 令和 年度総会

日 時：令和 年 月 日（月） ： ～ ：

会 場：オンライン開催（ ）

出席者： 校 館

オブザーバー：長崎県立長崎図書館

議 題

（ ）令和 年度事業報告・決算報告・監査報告

について

（ ）令和 年度・ 年度役員館等の選出（案）

について

（ ）令和 年度事業計画（案）及び予算（案）

について

（ ）会則の一部改正について

（ ）全国図書館大会第 分科会の企画（案）に

ついて

報告事項

（ ）各館の当面する諸問題について

２．研修事業

長崎県公共図書館等協議会との合同実務研修会

日 時：令和 年 月 日（月） ～ 、

～

会 場：ミライ 図書館、 参加可

テーマ ：「第五次長崎県子ども読書活動推進計画

について」

講師：永田 春美 氏（長崎県教育庁生涯学習課県

民学習班係長（社会教育主事））

テーマ ：「読書バリアフリーサービスについて」

講師：佐藤 聖一 氏（埼玉県立久喜図書館バリア

フリー読書推進担当（障害者サービス）司

書主幹）

  

３． ’

期 間：令和 年 月～ 月

参加校： 校 館

長崎県大学図書館協議会メーリングリスト上で意

見を集約し、景品を作成。合同イベントは行わず、

月から 月に各館独自イベント開催。

４．第 回全国図書館大会長崎大会

第 回全国図書館大会長崎大会（令和 年

月 日～ 月 日）開催への協力及び第 分科

会の運営

令和 年 月 日 第 回準備委員会参加

令和 年 月 日 第 回実行委員会参加
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令和 年 月 日 第 回実行委員会参加

令和 年 月 日 大会 日目 第 分科会開催

参加者： 名（スタッフ含む）

熊本県大学図書館協議会 

 令和 年度総会

日 時：令和 年 月 日（月）

会 場：熊本学園大学

当番館：熊本学園大学付属図書館

出席者： 館（ 校） 名

審議事項：

 令和 年度総会議事報告書の確認

 令和 年度事業報告について

 令和 年度収支決算並びに監査報告

について

 令和 年度事業計画（案）及び予算

（案）について

 次年度世話館について

照会事項：

 図書の貸出と貸出区分と延長期間につい

て

 利用者に対する サービス・メールなど

のサービスについて

 貴重資料のデジタルアーカイブ化につい

て

 図書館資料の撮影について

 紛失図書の除籍と除籍後に発見された図

書の処理について

 受入不可となった寄贈資料の取り扱いに

ついて

その他：

以下の内容で意見交換会を実施

 今年度研修会の実施内容・形態について

 危機管理（夜間開館・土日開館）、不審者

対応マニュアルについて

 教員の研究用図書の備品取り扱い、引き上

げ、返却などについて

 電子ブックの活用について

研修会

日 時：令和 年 月 日（水）

会 場：こども本の森 熊本・熊本県立図書館

出席者： 館 名

内 容：

●「こども本の森 熊本」見学

こども本の森 熊本・館長の飯塚暁子氏による

館内説明。

●熊本県立図書館・閉架書庫見学

●意見交換会

以下の内容で意見交換会を実施

 国が進める学術論文等の即時オープンア

クセス化に向けた対応状況・今後の予定

 学生の図書館利用の動向等や図書館の利

用促進の取り組み等について

 図書館内で「発言を伴うオンライン授業」

等に参加する学生に対しての対策

 平日・土日の開館時間について、および開

館にあたっての人員体制・配置について
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大分県大学図書館協議会

１．令和５年度研修会

日 時：令和 年 月 日（月） ～

会 場：杵築市立図書館

演 題：「本はナマモノ 図書館は地域のインフ

ラ」

講 師：栗屋 文世 氏（杵築市立図書館長）

２ 令和６年度総会

日 時：令和 年 月 日（月） ～

当番館：日本文理大学図書館

会 場：日本文理大学図書館

出席館： 館及び大分県立図書館（オブザーバ）

講演会：

演 題：「大分における磯崎新の２つの図書館建

築」

講 師：島岡 成治 氏（日本文理大学教授）

協議事項：

令和 年度事業報告について

令和 年度決算報告（案）及び監査報告（案）

について

令和 年度事業計画（案）について

令和 年度予算（案）について

令和 年度役員館（案）及び当番館（案）に

ついて

本会運営経費繰越金の取扱いや会費の徴収

方法等について

照合事項

 アフターコロナの利用状況について

総会終了後、情報交換会を開催

宮崎県大学図書館協議会

令和 年度 宮崎県大学図書館協議会総会

日 時：令和 年 月 日（木）

： ～ ：

場 所：南九州学園図書館

本館 階 会議室

形 態：対面およびオンライン

出席者： 館 名、公共図書館 名、宮崎県生涯

学習課 名 （オブザーバー計 名）

議 題：

報告事項

令和 年度 決算報告及び監査報告

令和 年度 事業計画及び予算について

協議事項

オープンアクセスへの対応について

「宮崎の新しい図書館ネットワーク」基本

構想について

次期会長館の選出について

承合事項

即時オープンアクセス義務化への対応状況

について

電動式の移動棚について

図書館に関する案件の話し合いや学内への

周知をする際の流れについて

確認事項

次年度当番館・監事館ローテーションにつ

いて
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鹿児島県大学図書館協議会活動報告

【第 回鹿児島県大学図書館協議会総会（書面会

議）】

日 時：令和 年 月 日（金）～ 月 日（金）

当番館：鹿児島純心女子短期大学

出席者： 館（オブザーバー館 館含む）

議 事

報告事項

１．役員館について

２．会費について

審議事項

１．令和 年度会務報告

２．令和 年度決算報告及び監査報告

３．令和 年度事業計画

研修委員会活動計画について

広報委員会活動計画について

４．令和 年度予算（案）について

承合事項

１．学外利用者として中学生を受け入れている大

学図書館の受け入れ条件等について

【講演会】 

日 時：令和 年 月 日（金） ～

会 場： 開催

テーマ：「子どもの本の夜明けと鹿児島

～八島太郎と椋鳩十～

八島太郎没後 年・椋鳩十生誕 年」

講 師：池水 聖子 氏

（一般財団法人 鹿児島県青年会館 艸舎 理事）

【研修会】 

日 時：令和 年 月 日（金） ～

会 場： 開催

テーマ：「電子書籍と電子図書館について」

講 師：荒川 郁美 氏

（紀伊國屋書店 電子書籍専門部署

デジタル情報営業部 電子図書館サービス課）

沖縄県大学図書館協議会

 

．【 年度研修会】

日 時：令和 年 月 日（金） ～

会 場：琉球大学附属図書館本館 階

ラーニング・コモンズ

テーマ：大学図書館員と情報セキュリティ

講 師：升井 洋志（北見工業大学）

対 象：沖縄県内大学等図書館職員

情報セキュリティ関係部署職員

【 年度（第 回）総会】

日 時：令和 年 月 日（木） ～

場 所：沖縄女子短期大学 本館 階 教室

当番館：沖縄女子短期大学

出席者： 館 名

審議事項

（ ） 年度事業報告

（ ） 年度決算報告

（ ） 年度監査報告

（ ） 年度事業計画（案）

（ ） 年度予算（案）

（ ） 年度の当番館・ 年度会計の監査館

の選出

（ ）その他

講 演

演題：短期大学生における社会人基礎力の育

成とメンタルヘルスの意識向上に向

けて

講師：金城 靖子 氏（沖縄女子短期大学長）
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令和６年度九州地区国立大学図書館協会実務者連絡会議

 

日 時：令和 年 月 日（金） ～

場所：鹿児島大学附属図書館５階ライブラリー

ホール

出席者： 館 名

協議事項

）ラーニングコモンズにおける人的支援の今後

のあり方について

承合事項

 新入生向けガイダンス・情報リテラシー授

業の実施方法について

 無償化（大学負担）対応の実施の可否に

ついて

 図書館システムに登録を行わない消耗品扱

いの図書の処理方法について

 電子リソースの講習会について、実施の有

無、実施体制、電子リソースの種類などに

ついてご教示ください。

 入退館ゲートシステムのログデータの活用

について

 機関リポジトリに論文等を登録する際の

もしくは の付与について申合せ等の

作成をしていますか。

 図書の管理について、どのような管理方法

でおこなっているかご教示ください。

 図書館で学修支援としてオンライン相談を

行っている場合、使用ツール、年間の相談

件数、対応している相談内容、広報の方法

についてご教示ください。

 館内に企業等の広報用にデジタルサイネー

ジを設置している場合、土地貸与や電気代

の条件等、どのような運用をしているか事

例がありましたらご教示ください。

 研究室貸出・研究室備付の図書について、

使用している教員が紛失した際の手続きに

ついてご教示ください。弁償を行っている

場合は弁償の手続きについてもご教示くだ

さい。

その他

次年度の会議テーマについて

令和６年度九州地区国立大学附属図書館事務（部・課）長会議

日 時：令和 年 月 日（木） ～

会 場：九州大学附属図書館 中央図書館

階会議室及び

出席者： 大学 名

・報 告

１．令和６年度九州地区国立大学図書館協会実

務者連絡会議について

２．令和６年度九州地区国立大学法人等職員採

用図書系専門試験の実施状況について

・協議題

１．今後の九州地区における国立大学附属図書

館に関する会議について

・情報共有・意見交換

１． 推進等の現況について
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令和６年度九州地区国立大学附属図書館館長懇談会

日 時：令和 年 月 日（木） ～

場 所：九州大学附属図書館 中央図書館

階館長室及び

出席者： 大学 名

議 事：

・テーマ

１．図書館が直面している課題について：電子

ジャーナル・転換契約、 義務化、研究デー

タ、図書館運営費の確保等

２．今後の九州地区における国立大学附属図書

館に関する会議について

令和６年度九州地区国立大学附属図書館館長・事務（部・課）長会議

日 時：令和 年 月 日（木） ～

会 場：九州大学附属図書館 中央図書館

階会議室及び

出席者： 大学 名

議 事：

・報 告

１．館長懇談会報告

２．事務（部･課）長会議報告

３．令和６年度国立大学図書館協会秋季理事会

報告

４．第 回全国図書館大会長崎大会第 分科

会（大学・短大・高専図書館）開催につい

て

５．令和７年度九州地区大学図書館協議会総会

の開催方法について

・協議題

１．令和７年度九州地区国立大学図書館協会総

会当番校及び九州地区大学図書館協議会役

員館の選出について

２．令和７年度九州地区国立大学図書館協会総

会の開催について

３．第 回国立大学図書館協会総会の研究集

会テーマについて

・意見交換・情報共有

会議終了後、中央図書館館内見学ツアーを実施

した。
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令和６年度九州地区大学図書館協議会

幹事館・副幹事館会議

令和 年 月 日（火）に書面回議に

より開催の結果、「第 回九州地区大学図

書館協議会総会記録（案）」及び規則（申

し合わせ）の施行（案）等について審議の

結果、意見等の申し出がなかったため、原

案のとおり承認された。

議題

１．第 回九州地区大学図書館協議会総

会記録（案）について 

今年度当番館 鹿児島大学附属図書

館から、第 75 回九州地区大学図書館協

議会総会記録（案）の提出がありまし

たので、内容をご確認ください。 

２．「九州地区大学図書館協議会の後援

名義に関する申合せ」（案）について

同協議会における後援名義の取り扱

いについては、これまで申し合わせ等

の定めがないことから、新たに後援名

義に関する申合せ（案）を施行してよ

いか、内容をご確認ください。

なお、ご了承をいただければ、本件

は、九州地区大学図書館協議会総会に

おいて付議することといたします。

３．「九州地区大学図書館協議会メーリ

ングリストの運用に関する申合せ」

（案）について

同協議会におけるメーリングリスト

の運用に関しては、これまで申し合わ

せ等の定めがないことから、新たに運

用に関する申合せ（案）施行してよい

か、内容をご確認ください。

なお、ご了承をいただければ、本件

は、九州地区大学図書館協議会総会に

おいて付議することといたします。

４．「九州地区大学図書館協議会ホーム

ページの運用について」（改正案）に

ついて

同協議会のホームページの運用に関

する申し合わせ事項が、現状の利用に

則していないことから、改正してよい

か、内容をご確認ください。

なお、ご了承をいただければ、本件

は、九州地区大学図書館協議会総会に

おいて報告することといたします。

５．その他

① 九州地区大学図書館協議会総会に

おける協議事項等について

ご意見等がおありでしたらお知ら

せください。なお、協議事項等は別

途第 回総会当番館（九州大学附属

図書館）から照会します。

② 副議長について

総会における副議長は、平成

年度からの副幹事館制度の発足によ

り、副幹事館の図書館長により以下

の順番で執り行われております。

なお、令和 年度の総会は、ハイ

ブリッド方式（現地出席若しくはオ

ンライン参加）での開催を予定して

おりますので、副幹事館のうちから、

いずれかの図書館長に副議長をお願

いいたします。

事 務 局 報 告令和６年度九州地区国立大学附属図書館館長懇談会

日 時：令和 年 月 日（木） ～

場 所：九州大学附属図書館 中央図書館

階館長室及び

出席者： 大学 名

議 事：

・テーマ

１．図書館が直面している課題について：電子

ジャーナル・転換契約、 義務化、研究デー

タ、図書館運営費の確保等

２．今後の九州地区における国立大学附属図書

館に関する会議について

令和６年度九州地区国立大学附属図書館館長・事務（部・課）長会議

日 時：令和 年 月 日（木） ～

会 場：九州大学附属図書館 中央図書館

階会議室及び

出席者： 大学 名

議 事：

・報 告

１．館長懇談会報告

２．事務（部･課）長会議報告

３．令和６年度国立大学図書館協会秋季理事会

報告

４．第 回全国図書館大会長崎大会第 分科

会（大学・短大・高専図書館）開催につい

て

５．令和７年度九州地区大学図書館協議会総会

の開催方法について

・協議題

１．令和７年度九州地区国立大学図書館協会総

会当番校及び九州地区大学図書館協議会役

員館の選出について

２．令和７年度九州地区国立大学図書館協会総

会の開催について

３．第 回国立大学図書館協会総会の研究集

会テーマについて

・意見交換・情報共有

会議終了後、中央図書館館内見学ツアーを実施

した。
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＜参考＞

平成１１年度（公立大学部会副幹事館長）

福岡女子大学

平成１２年度（私立大学部会副幹事館長）

鹿児島国際大学

平成１３年度（私立短大部会副幹事館長）

沖縄キリスト教短期大学

平成１４年度（国立大学部会副幹事館長）

福岡教育大学

平成１５年度（公立大学部会副幹事館長）

宮崎公立大学

平成１６年度（私立大学部会副幹事館長）

筑紫女学園大学・短期大学

平成１７年度（私立大学部会副幹事館長）

九州東海大学

平成１８年度（国立大学部会副幹事館長）

長崎大学

平成１９年度（国立大学部会副幹事館長）

熊本大学

平成２０年度（公立大学部会副幹事館長）

宮崎県立看護大学

平成２１年度（私立大学部会副幹事館長）

九州産業大学

平成２２年度（国立大学部会副幹事館長）

大分大学

平成２３年度（私立大学部会副幹事館長）

熊本学園大学

平成２４年度（公立大学部会副幹事館長）

長崎県立大学

平成２５年度（私立大学部会副幹事館長）

久留米大学

平成２６年度（公立大学部会副幹事館長）

鹿児島県立短期大学

平成２７年度（私立大学部会副幹事館長）

沖縄国際大学

平成２８年度（私立短大部会副幹事館長）

鹿児島純心女子短期大学

平成２９年度（公立大学部会副幹事館長）

九州歯科大学

平成３０年度（私立大学部会副幹事館長）

九州国際大学

平成３１（令和元）年度

（公立大学部会副幹事館長）

宮崎公立大学

令和２年度（私立大学部会副幹事館長）

福岡工業大学

令和３年度（コロナの影響により書面回

議のため選出しない）

令和４年度（コロナの影響により書面回

議のため選出しない）

令和５年度（オンライン会議若しくは書

面回議のため選出しない）

令和 年度（オンライン会議若しくは書

面回議のため選出しない）

③ 副幹事館、表彰委員館、編集委員

館の交代について

令和７年度は、副幹事館を選出し

ていただく年（任期２年間）ですの

で、各部会において当番館のご検討

をお願いいたします。

また、表彰委員館、編集委員館の

任期は１年間（再任は妨げない。）

ですので、各部会において当番館の

ご検討をお願いいたします。

以 上
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日  程  表

１．  書面回議開催通知日

令和６年６月６日（木）

２．  回答期限

令和６年６月 日（水）

３．  当番館

鹿児島大学附属図書館

第７５回九州地区大学図書館協議会総会（書面回議）議事要録

１１．．報報告告事事項項

（１）永年勤続表彰

「九州地区大学図書館協議会表彰規程」

（参考）に基づき、表彰を受ける者を各大

学へ照会したところ、表彰規程の第２条

１号（勤務期間 年に達した者）に

名の推薦があり、表彰委員会による審査

の結果、全員の表彰を決定した。

① 勤務期間 年に達した者（表彰規程第２条第１号）

（所属機関、氏名）

表彰の区分 所属大学名 氏名

１ 第２条第１項 九州大学附属図書館 山 根 泰 志

２ 〃 九州大学附属図書館 斎 藤 友利子

３ 〃 九州大学附属図書館 城 戸 弦 太

４ 〃 九州大学附属図書館 森 永 恵 子

５ 〃 九州大学附属図書館 吉 田 陽 子

６ 〃 九州大学附属図書館 天 野 美 保

７ 〃 九州大学附属図書館 長 野 玲 奈

８ 〃 九州大学附属図書館 宮 尾 由美子

９ 〃 長崎大学附属図書館 浦 さやか

〃 琉球大学附属図書館 赤 嶺 良 子

〃 九州共立大学附属図書館 上 井 由美子

〃 熊本学園大学付属図書館 辻 佳 代

（２）幹事館報告

資料に基づき、本協議会の活動につい

て報告した。

（３）部会報告（国立、公立、私立）

資料に基づき、各部会活動等について

報告した。

２２．．決決算算・・予予算算

（１）令和５年度決算及び監査報告が了承さ

れた。

（２）令和６年度予算（案）が了承された。

第７５回九州地区大学図書館協議会総会 書面回議 記録
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３３．．承承合合事事項項

資料に基づき、各大学より提案のあった

承合事項について報告した。

４４．．次次期期役役員員館館・・当当番番館館のの選選出出

（１）幹事館を九州大学とすることについて

了承された。

（２）幹事館以外の次期役員館と当番館につ

いて以下のとおり了承された。

大学名

副幹事館 国立大学部会： 福岡教育大学

公立大学部会： 熊本県立大学

私立大学部会： 久留米大学

監査館 福岡教育大学

表彰委員館 国立大学部会： 熊本大学

公立大学部会： 沖縄県立看護大学

私立大学部会： 西九州大学

編集委員館 国立大学部会： 大分大学

公立大学部会： 北九州市立大学

私立大学部会： 別府大学

次期当番館

（令和７年度）

福 岡 地 区： 九州大学
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九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会会会則則

昭和 年 月 日施行

昭和 年 月 日改正

昭和 年 月 日改正

昭和 年 月 日改正

昭和 年 月 日改正

平成 年 月 日改正

平成 年 月 日改正

平成 年 月 日改正

令和 年 月 日改正

（名 称）

第 １ 条 本会は九州地区大学図書館協議会と称する。

（会 員）

第 ２ 条 本会は別に定める資格を有する九州地区の大学図書館等（以下「大学図書館」という。）をもっ

て組織する。

会員は大学等の機関をもって一会員とする。

本会に入会するには、所定の入会申込書を提出し、総会の議決を経るものとする。

（目 的）

第 ３ 条 本会は会員の緊密な連絡と協力によって、大学図書館の施設、管理及び運営等の健全な進歩発達

をはかり、会員相互の親睦をはかることを目的とする。

（事 業）

第 ４ 条 本会は前条の目的を達するためにつぎの事業を行う。

１．図書館の研究・調査に関する事項

２．研究会・講習会等の開催に関する事項

３．日本図書館協会等の連絡提携に関する事項

４．学術図書文献の調査及び総合目録の調整に関する事項

５．学術図書文献の収集、保存及び活用に関する事項

６．その他必要とする事項

（役 員）

第 ５ 条 本会に幹事館、副幹事館及び監査館を置く。

幹事館は会務を総括し、本会を代表する。

副幹事館は、幹事館とともに会務を処理する。

監査館は、会計を監査する。

第 ６ 条 幹事館は、総会で互選し、その任期は２年とする。但し、再選を妨げない。

副幹事館は、国立大学、公立大学及び私立大学の各部会からそれぞれ１館を総会で互選し、その

任期は２年とする。但し、再選を妨げない。

監査館は、総会で互選し、その任期は１年とする。但し、再選できない。
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（事務所）

第 ７ 条 本会の事務所は幹事館内におく。

（会 議）

第 ８ 条 本会は毎年１回総会を開催する。但し必要に応じ会員の３分の１以上から請求があった場合は、

臨時総会を開くことができる。

第 ９ 条 総会の運営は、輪番に定められた当番館が幹事館と協議してこれに当たる。

第 条 総会は次の事項を行う。

１．事業計画

２．決算の承認

３．予算の決定

４．幹事館、副幹事館及び監査館の選任及び当番館の決定

５．その他必要なる事項の決定

第 条 総会の票決権は１大学等の機関につき１票とし、議決は多数決による。

可否同数の時は幹事館の決するところによる。

（会 計）

第 条 本会の経費は会費その他をもってあてる。

第 条 会費は年額 円とし、毎会計年度始めに幹事館に納入するものとする。

第 条 本会の予算は毎年総会の議決を経て決定し、決算は監査を受け次の総会において承認を得なけれ

ばならない。

第 条 本会の会計年度は４月１日に始まり、翌年３月 日に終る。

（会則変更）

第 条 本会則の変更は総会にはからなければならない。その決定には出席会員の３分の２以上の賛成を

必要とする。

 
 

九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会総総会会運運営営にに関関すするる細細則則  
                                                           昭和 32 年９月 12 日決定 
                                                           昭和 37 年 10 月２日改正 
                                                           昭和 48 年５月 11 日改正 
                                                           昭和 53 年５月 12 日改正 
                                                           平成 11 年４月 23 日改正 

                                                                平成 26 年４月 18 日改正 
                         
１．本協議会総会の運営は簡素を尊重し、輪番に当番を引受け易くするためにこの細則を定める。

２．総会の議長は当番館の館長とする。

３．議長は副議長を指名することができる。

４．当番館は幹事館及び副幹事館と協議の上、２ヶ月前に会員宛日程・場所等を通知し、出席者の職氏名及

び協議事項・承合事項の提出を求める招請状を送ること。

但し、緊急を要する臨時総会等の場合はこの限りでない。
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５．当番館は協議事項をまとめ、議題として提案理由、又は簡単な説明を付して、出席者に配付し、調査研

究の余地を充分与えるように努めること。

６．当番館は総会の議事録を作成し、会員に配付するものとする。

７．幹事館及び副幹事館は当番館と協力して、総会で決議された要求事項を貫徹するよう努力する。

８．総会と同時に会員のための研修会を行うものとする。

９．会員以外の出席を許すことがある。但し票決権はない。

．当番館は加盟館の所属県を次の三地区に分け、地区ごとに等しく持ち廻る。

福岡地区 福岡県

中部地区 長崎県、佐賀県、熊本県、大分県

南部地区 鹿児島県、宮崎県、沖縄県

．総会の経費は主として会費及び出席者から徴収する金員より支出し、総会の議決を経た予算案によって

実行するものとする。

．研修会の講師招聘に要する旅費、謝礼等の費用は、毎年会費の内から積立てて支弁する。

 
 

九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会入入会会にに関関すするる細細則則  
 
 
                                                                昭和 32 年 9 月 1 日施行 
                                                                平成 9 年 4 月 25 日改正 

平成 20年 4月 18日改正 
 
 
１．本協議会へ入会を希望する大学図書館（以下「入会申込館」という。）は、最寄りの本協議会 会員の

紹介書（別記様式１）により、入会申込書（別記様式２）を、総会の３ヶ月前までに幹事館に提出する。

２．紹介を依頼された会員は、総会において入会申込館の概略を説明する。

３．入会資格の基準は下記のとおりとする。

大学、短期大学又はこれに準じる教育研究機関の図書館施設であること。

本協議会の目的及び事業に賛同し、熱意が十分認められること。

４．入会申込館は、総会当日は、入会承認まではオブザーバーとして出席することができる。
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別記様式

 

九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会入入会会紹紹介介書書  
 

令和 年 月 日 
 
九州地区大学図書館協議会 殿 
 

大学名  
 

図書館名  
 

図書館長名 公印  
 

 
下記の図書館は、本協議会の目的及び事業に賛同され、また熱意が十分認められますので、本協議会への

入会を紹介します。 
 
 

記 
 
１． 学 校 （ 法 人 ） 名 ： 

 
２． 大 学 名： 

 
３． 図 書 館 名： 

 
４． 図 書 館 長 名： 

 
５． 所 在 地： 
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別記様式

九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会入入会会申申込込書書  

令和 年 月 日

九州地区大学図書館協議会 殿

大学名

図書館名

図書館長名 公印

貴協議会の趣旨に賛同し、令和 年度からの入会を申し込みます。

記

１． 学 校 （ 法 人 ） 名 ：

２． 大 学 名：

３． 大 学 設 置 年：

４． 学 生 数：

５． 図 書 館 名：

６． 所 在 地：

（電話、 番号）

７． 図 書 館 長 名：

８． 図 書 館 の 概 要：（別紙）

９． 紹 介 館 名：
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別紙 

図図 書書 館館 のの 概概 要要  

図 書 館 名  

事務責任者職・氏名 （電話番号 ） 

図 書 館 職 員 数 人（内、司書数 人） 

図 書 館 延 床 面 積 ㎡ 閲覧座席数    席 

蔵 書 冊 数 冊（内 和書 冊、洋書 冊） 

年間受入図書冊数 冊 年間受入雑誌種数   種 

年 間 開 館 日 数 日 通常開館時間 時 分～ 時 分 

土 曜 開 館 1 実施 2 未実施 

日 曜 祝 日 開 館 1 実施 2 一部実施 3 未実施 

奉 仕 対 象 学 生 数 人 奉仕対象教職員数 人 

年 間 貸 出 冊 数 冊 

図 書 館 相 互 協 力 
図書貸借 1 実施 2 未実施 

文献複写 1 実施 2 未実施 

学外者へのサービス 1 実施 2 未実施 

コンピュータの導入 1 導入済 2 未導入 

コンピュータの適用業務 1 貸出 2 図書受入 3 図書整理 4 雑誌管理 5 OPAC 

ネットワーク環境 1 学内 LAN 接続済 2 インターネット接続済 

国立情報学研究所との接続 1 接続（1 NACSIS-CAT/ILL 2 NACSIS-IR 3 その他） 2 未接続 
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九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会誌誌編編集集にに関関すするる内内規規  

平成２年４月 20 日施行 
平成５年４月 23 日改正 
平成 11 年４月 23 日改正

令和５年６月 日改正

１． 本協議会誌は、総会記事のほか各部会報告、ニュース等を掲載し、九州地区大学図書館間の情報誌

としての機能を果すこととする。

本協議会誌編集のために編集委員会を設ける。

２． 編集委員会は、国立、公立及び私立の各部会からの推薦により選出された編集委員館で構成する。

幹事館及び総会当番館は、業務上の必要から編集委員館として参加することとし、上記２－ の

編集委員館を兼ねることができる。

各部会の編集委員館は、幹事館の近隣地区から選出されることが望ましい。

編集委員館の任期は１年とし再任を妨げない。

３． 編集委員館は、それぞれの所属する各部会の記事の提出を担当する。

総会当番館は、総会記事を担当する。

幹事館は、編集に関する事務を担当する。

４． 本協議会誌発行のため、印刷代、送料、編集会議費、原稿執筆等謝礼は、毎年会費の内から支弁する。

５． 本協議会誌に掲載された論文・記事は、九州地区大学図書館協議会ホームページに掲載することとす

る。

 
 

九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会表表彰彰規規程程

（目 的）

第１条 この規程は、九州地区大学図書館協議会（以下「協議会」という。）に加盟の大学図書 館

職員を表彰するため、必要な事項を定めることを目的とする。

（表彰を受ける者）

第２条 表彰は、次の各号の１に該当し、かつ勤務成績が良好である者について行う。

 1  勤務期間２０年に達した者

 2  図書館学の研究、調査等にすぐれた業績のあった者

（表彰状の授与）

第３条 表彰は、協議会が別紙様式による表彰状を授与することによって行う。

２ 第２条に該当する者については、前項の表彰状にあわせて記念品を贈呈することができる。

（被表彰者の選考）

第４条 表彰をうける者は、所属図書館長の推薦（別紙様式による）に基づき、表彰委員会が選

考し、協議会の総会の承認を経て決定する。

（表彰委員会）
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第５条 表彰委員会は、国立、公立及び私立の各部会からの推薦により選出された表彰委員館各

１館で構成し、任期は１年として再任を妨げない。

（表彰の日）

第６条 表彰は、協議会の総会において行う。

（勤務期間の計算）

第７条  第２条第１号の勤務期間は、国公私立大学図書館およびその他の図書館等に在職した期

間とし、１０年以上を加盟の大学図書館等に勤務したものでなければならない。

２ 次の各号に掲げる期間は、勤務期間から除算する。

  1 休職の期間（公傷病の期間は除く）

2 懲戒処分により停職された期問

（雑 則）

第８条 この規程に定めるもののほか、表彰の実施に関する必要な事項は、別に定める。

    附 則

この規程は、昭和 42 年 4 月１日から施行する。

附 則

この規程は、昭和 55 年 5 月 9 日から施行する。

附 則

この規程は、平成 9 年 4 月 25 日から施行する。

    附 則

  この規程は、平成 11 年４月 23 日から施行する。 
    附 則

  この規程は、平成 年４月 日から施行する。

附 則

この規程は、令和 年 月 日から施行し、令和５年４月１日から適用する。
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文書番号  
令和 年 月 日 

 
九州地区大学図書館協議会幹事館 

○○大学附属図書館長 殿 
 

○○大学（附属）図書館長  
○ ○ ○ ○  

 
 

令令和和 年年度度表表彰彰者者のの推推薦薦ににつついいてて  
 

 
下記の者を本年度の総会における被表彰者として推薦しますのでよろしくお取り計らい願います。 
なお、別紙のとおり表彰者調書を提出します。 
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表表 彰彰 者者 調調 書書

○○大学（附属）図書館

職名
ふりがな

氏名 生年月日 年 月 日

 表彰の区分 第２条第１号 第２条第２号 （○を付してください。）

 勤 務 成 績

第７条第２項第２号該当の有無 有 ・ 無 （○を付してください。）

履 歴 事 項 

年 月 日 勤 務 内 容 等 
勤 務 期 間 

加盟館での勤務期間
その他の図書館

での勤務期間

～ 年  月  日 年  月  日

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

 計 年  月  日 年  月  日

合計 年 月 日

 

注 1 勤務期間の計算は暦日数によるものとし日を月に換算するときは 30 日をもって１月とすること。

2  第７条第２項各号の除算期間は朱書すること。

3  第２条第２号に該当する場合は、「勤務成績」欄は「業績」と書きかえて記入し、参考となる資料等を添付する

こと。
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表彰状様式（１）第２条第１号該当者 
 
 

表表 彰彰 状状  
 
 

殿 
 

あなたは 年のながい間大学図書館関係の業務に精励されその功労はまことに大きいものがあり

ます。 
よってここに記念品を贈り表彰します。 

 
令和 年 月 日 
 
 

九州地区大学図書館協議会 
 
 

 
 
表彰状様式（２）第２条第２号該当者 
 
 

表表 彰彰 状状  
 
 

殿 
 

あなたは図書館学の研究調査に精励されその向上発展に貢献されたことはまことに顕著なものがありま

す。 
よってここに記念品を贈り表彰します。 

 
令和 年 月 日 
 
 

九州地区大学図書館協議会 
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                         研研修修会会のの補補助助にに関関すするる申申合合せせ  
 
                                                           平成６年９月 20 日決定  
                                                           平成７年９月  1 日改正  
                                                           平成８年４月 24 日改正  
                                                           平成９年４月 25 日改正  
                                                           平成 10 年４月 25 日改正  
                                                           平成 15 年４月 25 日改正  
                                                           平成 24 年４月 20 日改正 
                                                         九州地区大学図書館協議会 
 

地区の大学図書館活動を発展させるため、研修会、講演会等（以下「研修会」という。）の経費を補助す

る申合せ事項を次のとおり定める。

研修会経費を補助する対象は、九州地区大学図書館協議会に加盟している大学図書館が主体となって構

成する県又は地区単位の組織とし、別紙のとおりとする。

補助する経費の金額は、年間１組織に対して２万円を限度とする。

研修会に要する経費の補助を受けようとするときは、別記様式による申請書を幹事館に提出するものと

する。

経費の補助を受けた組織は、本協議会誌に活動報告を掲載するものとする。

経費の支出は、積立金会計を適用する。

新たな組織から経費の補助の申し出があったときは、総会において承認を得るものとする。

これに関する事務は、幹事館で行う。

別別 紙紙

経経費費をを補補助助すするる県県又又はは地地区区単単位位のの組組織織

福岡県・佐賀県大学図書館協議会（北部地区）

福岡県・佐賀県大学図書館協議会 福岡地区）

福岡県・佐賀県大学図書館協議会（南部地区）

長崎県大学図書館協議会

熊本県大学図書館協議会

大分県大学図書館協議会

宮崎県大学図書館協議会

鹿児島県大学図書館協議会

沖縄県大学図書館協議会
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別記様式 

令令和和 年年度度九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会・・研研修修会会経経費費補補助助申申請請書書  
 

令和 年 月 日

九州地区大学図書館協議会

幹事館 殿

組織名

代表者

所属大学

九州地区大学図書館協議会の研修会経費の補助を受けたく、下記のとおり申請します。

記

研 修 会 名

及 び 内 容

開 催 期 間
自 令和 年 月 日（ ） 時 分

至 令和 年 月 日（ ） 時 分

開 催 場 所

参 加 機 関 数

参 加 人 数

必 要 経 費

具体的に

ア．講 師 謝 金

イ．資 料 代 金

ウ．会場借上費

エ．そ の 他

合 計

連 絡 担 当 者 氏名 職 電話

＊研修内容は、大学図書館活動を促進させるテーマであること。
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副副幹幹事事館館のの役役割割  

 
平成 年 月 日

幹事館・副幹事館会議

１ 通 常 時

１．年度の事業・活動についての立案・協議

２．所属部会との連絡調整と情報の提供

３．入会の勧誘等、協議会の広報（特に所属部会の各大学に対して）

４．ホームページ充実のための提言案、意見具申

２ 会誌発行時

各部会から編集委員館は選出されているため、特に役割はないと思うが

・所属部会の情報（研究発表等、原稿情報）の提供等

３ 総 会 時

１．副議長職に館長を選出等、当番館及び幹事館と協力しての総会運営

２．前日決定された各部会における役員館の事務局への連絡

３．総会終了後、当番館作成の議事録の確認

４ そ の 他

別段ある場合は、適宜副幹事館から提案

 
 

 

九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会ホホーームムペペーージジのの運運用用ににつついいてて  
                                         

平成 10 年８月 31 日 
平成 20 年 1 月 30 日改正   

                                                        幹事館・副幹事館会議 
 
１．九州地区大学図書館協議会ホームページ（以下、「ホームページ」という。）は、九州大学附属図書館の

サーバに置く。

（ ）

２．ホームページの管理、維持（デザイン・構成を含む）は、九州地区大学図書館協議会事務局（以下、「事

務局」という。）が行う。

３．ホームページに掲載する事項は当面以下のものを中心に構成するものとし、それぞれ以下の館が作成す

る。

・トピックス＆

加盟館、各設置部会毎協議会、各県毎協議会等からの原稿に基づき事務局が作成

総会議事録は総会当番館が原稿を作成
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・加盟館一覧 事務局が作成

・役員館一覧 事務局が作成

・当番館一覧 事務局が作成

・九州地区大学図書館協議会誌

事務局が作成（論文等執筆者に対しては原稿依頼時にホームページ掲載方の承諾を得るものとする。）

・地区内の図書館活動

各設置部会毎の図書館協議会等及び各県毎協議会が作成

・各種関連資料集 事務局が作成

・関連サイトへのリンク集 事務局が作成

・地区内各館の相互利用案内 各加盟館からの原稿に基づき事務局が作成

・フォーラムページ

協議会が設定するテーマに対する加盟館からの自由な意見・回答のページで、投稿は直接電子メールに

よる

４．「 」のほか、ホームページに文書・記事等の掲載を希望する副幹事館及び加盟館は、 形式等で原

稿を作成し、事務局に送付するものとする。

事務局は内容を確認のうえ、ホームページに掲載する。
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九州地区大学図書館協議会加盟館一覧

現在

館 名 郵便番号 所 在 地
電話番号

（ ）内は 番号

九州工業大学 附属図書館

館長 安永卓生，情報基盤課長 播磨良輔

北九州市戸畑区仙水町１の１

（ ）

福岡教育大学 学術情報センター図書館

センター長 大坪靖直，学術情報課長 事務局長兼務

牧野映也

宗像市赤間文教町１番５号

（ ）

九州大学 附属図書館

館長 内田誠一，事務部長 鈴木雅子

福岡市西区元岡７４４

（ ）

国
佐賀大学 附属図書館

館長 中村博和，学術研究部長 溝口寛士

佐賀市本庄町１

（ ）

長崎大学 附属図書館

館長 浜田久之，学術情報部長 佐藤千夏

長崎市文教町１番１４号

（ ）

熊本大学 附属図書館

館長 宮崎誓，教育研究支援部長 五十嵐孝一

熊本市中央区黒髪２丁目４０の１

（ ）

大分大学 学術情報拠点

拠点長 中島 誠，研究推進部長 野田孝夫

大分市大字旦野原７００

（ ）

立
宮崎大学 附属図書館

館長 藤井良宜，事務長 杉本佳彦

宮崎市学園木花台西１丁目１番地

（ ）

鹿児島大学 附属図書館

館長 山本智子，情報推進部長 佐藤秀

鹿児島市郡元 丁目２１番３５号

（ ）

鹿屋体育大学 附属図書館

館長 関 朋昭，国際・学術情報課長 川﨑伸一

鹿屋市白水町１番地

（ ）

琉球大学 附属図書館

館長 東矢光代，事務部長 結城憲司

中頭郡西原町字千原１番地

（ ）

北九州市立大学 図書館

館長 二宮正人，情報化推進課長 藤田康宏

北九州市小倉南区北方４丁目２の１

（ ）

九州歯科大学 附属図書館

館長 中島啓介，学務部長 大山博史

北九州市小倉北区真鶴２丁目６の１

（ ）

北九州学術研究都市 学術情報センター

総務企画部長 森 善裕，学術情報担当課長 太田俊雄

北九州市若松区ひびきの１番３号

（ ）

福岡女子大学 附属図書館

館長 宮川美佐子，副館長 小西鉄

福岡市東区香住ケ丘 丁目１の１

（ ）

公
福岡県立大学 附属図書館

館長 石崎龍二，学務部長 樋口佳代

田川市伊田４３９５

（ ）

長崎県立大学 附属図書館

館長 大曲勝久 佐世保校館長 西岡誠治 佐世保校図書

課長 野中哲也 シーボルト校図書課長 杢尾直純

西彼杵郡長与町まなび野１丁目１番１

（ ）

熊本県立大学 図書館

館長 江﨑一朗，事務長 武末俊光

熊本市東区月出 丁目 番１００号

（ ）

立
大分県立芸術文化短期大学 附属図書館

館長 森口真司，企画情報課長 阿南修次

大分市上野丘東１の１１

（ ）

大分県立看護科学大学 附属図書館

館長 福田広美，財務グループリーダー 小野逸郎

大分市大字廻栖野２９４４ ９

（ ）

宮崎公立大学 附属図書館

館長 森部陽一郎，企画総務課長 長友由美

宮崎市船塚１丁目１番地２

（ ）

宮崎県立看護大学 附属図書館

館長 串間敦郎，総務課長 衛藤洋介

宮崎市まなび野３－５－１

（ ）

鹿児島県立短期大学 附属図書館

館長 木戸裕子，副館長 大内田里美

鹿児島市下伊敷１丁目５２番１号

（ ）

沖縄県立看護大学 附属図書館

館長 佐伯宣久，主事 屋比久瑞季

那覇市与儀１－２４－１

（ ）
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館 名 郵便番号 所 在 地
電話番号

（ ）内は 番号

公
沖縄県立芸術大学 附属図書・芸術資料館

館長 森 達也，主査 久手堅文子

那覇市首里当蔵町１－４

（ ）

立
名桜大学 附属図書館

館長 小番 達，図書課長 神谷順子

沖縄県名護市字為又１２２０－１

（ ）

西日本工業大学 図書館

館長 川崎敏之，学務課長 宇佐圭司

福岡県京都郡苅田町新津１－１１

（ ）

西南女学院大学 図書館

館長 岡田和敏，課長 垂水典子

北九州市小倉北区井堀１丁目３の５

（ ）

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学 図書館

館長 赤松貴文，主任司書 内川梓

北九州市小倉北区下到津５の１の１

（ ）

九州国際大学 図書館

館長 山口秋義，事務室長 井上秀一（兼務）

北九州市八幡東区平野１丁目６の１

（ ）

九州共立大学 附属図書館

館長 島尻芳人（兼務），図書情報課長補佐 原口 誠

北九州市八幡西区自由ケ丘１－８

（ ）

九州女子大学・短期大学 附属図書館

館長 島尻芳人（兼務），図書情報課長補佐 原口 誠

北九州市八幡西区自由ケ丘１－１

（ ）

福岡工業大学 附属図書館

館長 木室義彦，事務部長 中島良二

福岡市東区和白東３－３０－１

（ ）

私
福岡女学院大学 図書館

館長 大國眞希，事務室長 梶原竜一

福岡市南区曰佐３丁目４２の１

（ ）

九州産業大学 図書館

館長 西村香織，事務部長 宮丸由美子

福岡市東区松香台２丁目３の１
（ ）

（ ）

福岡国際医療福祉大学 図書館

（館長 白石順二，司書 井村普也

福岡市早良区百道浜 丁目６の４０

（ ）

福岡大学 図書館

館長 佐藤 伸，事務部長 小栁利行

福岡市城南区七隈８丁目１９の１

（ ）

中村学園大学 メディアセンター

センター長 山本朋弘，部長 溝口 恒

福岡市城南区別府５丁目７の１

（ ）

西南学院大学 図書館

館長 黒木重雄，事務部長 平山 崇

福岡市早良区西新６丁目２番９２号

（ ）

純真学園大学 図書館

館長 石橋孝明，主任 山本哲也

福岡市南区筑紫丘１丁目１番１号

（ ）

第一薬科大学 図書館

館長 小山 進，主任司書 古沢恒平

福岡市南区玉川町２２の１

（ ）

九州情報大学 附属図書館

館長 丹羽崇之，図書館司書 井上理恵子

太宰府市宰府６丁目３番１号

（ ）

筑紫女学園大学 附属図書館

学術情報部長 髙木佳世子，大学総務班主査 半田 隆

太宰府市石坂２丁目１２－１

（ ）

立
久留米工業大学 学術情報センター

館長 麻生 茂，図書館室長 柿田 正裕

久留米市上津町２２２８－６６

（ ）

久留米大学 附属図書館

館長 桑野栄治，課長 中島陽之

久留米市御井町１６３５

（ ）

国際医療福祉大学 大川キャンパス図書館

（館長 小荒田秀一，事務部長 中村泰弘）

大川市榎津１３７－１

（ ）

西九州大学 附属図書館

館長 近藤芳昭 小城キャンパス総務課長兼図書課長

奥 慎一郎

神埼市神埼町尾崎４４９０－９

（ ）

活水女子大学 図書館

館長 狩野暁洋，図書課長 奥村治輝

長崎市東山手町１－５０

（ ）

長崎総合科学大学 附属図書館

館長 板倉数記，教育研究支援部 情報・図書担当次長

西村泰成

長崎市網場町５３６

（ ）
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館 名 郵便番号 所 在 地
電話番号

（ ）内は 番号

長崎外国語大学 教育研究メディアセンター

センター長 野田雄史，

マルチメディアライブラリー事務室長補佐 別所佐和子）

長崎市横尾３－１５－１

（ ）

長崎純心大学 早坂記念図書館

館長 浜口美由紀，図書課長 熊野志保

長崎市三ツ山町２３５

（ ）

鎮西学院大学 附属図書館

館長 菅原良子，司書 天野みゆき

諌早市西栄田町１２１２－１

（ ）

長崎国際大学 図書館

館長 岸原健二，図書課長 久保隆司

佐世保市ハウステンボス町２８２５－７

（ ）

崇城大学 図書館

館長 関根浩子，課長 早見久美子

熊本市西区池田４丁目２２－１

（ ）

九州ルーテル学院大学 図書館

館長 有村達之，総務課図書館担当 緒方聡

熊本市中央区黒髪３丁目１２－１６

（ ）

熊本学園大学 付属図書館

館長 圡井浩嗣，図書情報課長 林田利子

熊本市中央区大江２丁目５番１号

私
東海大学 フェニックスカレッジ熊本 熊本図書館

館長 伊藤是清

熊本市東区渡鹿９－１－１

熊本保健科学大学 附属図書館

（館長 古閑陽一，教学支援課長 山﨑栄子）

熊本市北区和泉町３２５

（ ）

九州看護福祉大学 附属図書館

館長 竹中 健，図書課長 福本直子

玉名市富尾８８８

（ ）

日本文理大学 図書館

館長 池畑義人，係長 渡辺浩江

大分市大字一木

（ ）

立命館アジア太平洋大学 ライブラリー

総合情報センター長

アカデミック・オフィス課長 山下啓祐

別府市十文字原１－１

（ ）

別府大学 附属図書館

館長 松田美香，総務・研究推進課長 畑中美智子

別府市大字北石垣８２

（ ）

九州医療科学大学 附属図書館

館長 倉内紀子，課長 大石正憲

延岡市吉野町１７１４－１

（ ）

宮崎産業経営大学 附属図書館

館長 日高光宣，課長 上村弘明

宮崎市古城町丸尾１００

（ ）

南九州学園 図書館

館長 植村秀人，図書課長 赤木裕美

宮崎市霧島５－１－２

（ ）

宮崎学園 図書館 （宮崎国際大学･宮崎学園短期大学）

館長 川越勇二，事務係長 永春留美

宮崎市清武町加納丙１４１５

（ ）

立
鹿児島国際大学 附属図書館

館長 久保禎，図書館事務室長 濵田照美

鹿児島市坂之上８－３４－１

（ ）

鹿児島純心大学 附属図書館

館長 仙波玲子，図書課長 岩永眞佐子

薩摩川内市天辰町２３６５

（ ）

志學館大学 図書館

館長 畑井清隆，主任司書 荻迫香

鹿児島市紫原一丁目５９－１

（ ）

沖縄国際大学 図書館

館長 山口真也，課長 井口忠）

宜野湾市宜野湾２丁目６番１号

（ ）

沖縄大学 図書館

館長 崔珉 寧，事務長 城間尚樹

那覇市字国場５５５

（ ）

沖縄キリスト教学院 図書館

館長 上原明子，課長 多根宏治

沖縄県中頭郡西原町字翁長７７７

（ ）

沖縄科学技術大学院大学 図書館

館長 エヴァン エコノモ，マネージャー 上原藤子

沖縄県国頭郡恩納村字茶谷１９１９－１
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九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会役役員員館館一一覧覧

年 次
（回次）

幹事館 監査館 表 彰 委 員 館 編集委員館

昭和 年度

（ ）
九州大学 福 岡 女 子 短 大

国

公

私

福 岡 教 育 大 学

長崎国際経済大学

福 岡 大 学

佐 賀 大 学

長崎県立女子短大

西 南 学 院 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 福 岡 女 子 大 学

国

公

私

九 州 工 業 大 学

長崎国際経済大学

西 南 学 院 大 学

九州芸術工科大学

長崎県立女子短大

福 岡 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 西 南 学 院 大 学

国

公

私

佐 賀 大 学

北 九 州 大 学

久 留 米 大 学

長 崎 大 学

大分県立芸術短大

熊 本 商 科 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 九 州 産 業 大 学

国

公

私

九州芸術工科大学

九 州 歯 科 大 学

久 留 米 大 学

大 分 大 学

長崎国際経済大学

西 南 学 院 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 福 岡 大 学

国

公

私

福 岡 教 育 大 学

福 岡 女 子 大 学

西 南 学 院 大 学

鹿 児 島 大 学

熊 本 女 子 大 学

九 州 産 業 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 九州芸術工科大学

国

公

私

佐 賀 大 学

長崎県立女子短大

西 南 学 院 大 学

九州芸術工科大学

長崎国際経済大学

久 留 米 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 九 州 産 業 大 学

国

公

私

九州芸術工科大学

北 九 州 大 学

九 州 産 業 大 学

佐 賀 大 学

九 州 歯 科 大 学

久 留 米 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 福 岡 女 子 大 学

国

公

私

宮 崎 大 学

福岡社会保育短大

西 南 学 院 大 学

九 州 工 業 大 学

大分県立芸術短大

熊 本 商 科 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 西 南 学 院 大 学

国

公

私

福 岡 教 育 大 学

熊 本 女 子 大 学

九 州 産 業 大 学

熊 本 大 学

鹿 児 島 県 立 短 大

福 岡 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 福 岡 大 学

国

公

私

長 崎 大 学

北 九 州 大 学

八 幡 大 学

鹿 児 島 大 学

福 岡 女 子 大 学

熊 本 商 科 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 九州芸術工科大学

国

公

私

琉 球 大 学

福岡社会保育短大

鹿 児 島 経 済 大 学

宮 崎 医 科 大 学

鹿 児 島 県 立 短 大

八 幡 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 福 岡 女 子 大 学

国

公

私

佐 賀 医 科 大 学

長崎国際経済大学

中 村 学 園 大 学

大 分 医 科 大 学

長崎県立女子短大

西 日 本 工 業 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 中 村 学 園 大 学

国

公

私

宮 崎 大 学

熊 本 女 子 大 学

鹿 児 島 経 済 大 学

九 州 工 業 大 学

大分県立芸術短大

西 日 本 工 業 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 福 岡 女 子 短 大

国

公

私

熊 本 大 学

北 九 州 大 学

長崎総合科学大学

大 分 大 学

福岡社会保育短大

第 一 薬 科 大 学

昭和 年度

（ ）
九州大学 九州芸術工科大学

国

公

私

宮 崎 医 科 大 学

福 岡 女 子 大 学

九 州 東 海 大 学

大 分 医 科 大 学

九 州 歯 科 大 学

沖 縄 国 際 大 学
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年 次
（回次）

幹事館 監査館 表 彰 委 員 館 編集委員館

昭和 年度

（ ）
九州大学 福 岡 女 子 大 学

国

公

私

佐 賀 医 科 大 学

長崎国 際経 済大学

福 岡 大 学

琉 球 大 学

鹿児島県立短期大学

八 幡 大 学

平成元年度

（ ）
九州大学 九 州 産 業 大 学

国

公

私

九州芸 術工 科大学

長崎県立女子短期大学

西 南 学 院 大 学

佐 賀 大 学

熊 本 女 子 大 学

中 村 学 園 大 学

平成２年度

（ ）
九州大学 中 村 学 園 大 学

国

公

私

福 岡 教 育 大 学

北 九 州 大 学

九 州 産 業 大 学

長 崎 大 学

大分県立芸術文化短期大学

熊 本 商 科 大 学

九 州 大 学

大 分 医 科 大 学

福 岡 女 子 大 学

福 岡 大 学

福岡女子短期大学

平成３年度

（ ）
九州大学 福 岡 大 学

国

公

私

九 州 工 業 大 学

福岡県社会保育短期大学

久 留 米 大 学

鹿 児 島 大 学

長 崎 県 立 大 学

西 日 本 工 業 大 学

九 州 大 学

鹿 屋 体 育 大 学

九 州 歯 科 大 学

中 村 学 園 大 学

筑紫女学園短期大学

平成４年度

（ ）
九州大学 福岡女子短期大学

国

公

私

宮 崎 大 学

福 岡 女 子 大 学

鹿 児 島 経 済 大 学

大 分 大 学

九 州 歯 科 大 学

活 水 女 子 大 学

九 州 大 学

福 岡 教 育 大 学

北 九 州 大 学

九 州 国 際 大 学

東筑紫短期大学

平成５年度

（ ）
九州大学 福 岡 女 子 大 学

国

公

私

宮 崎 医 科 大 学

熊 本 女 子 大 学

活 水 女 子 大 学

大 分 医 科 大 学

鹿児島県立短期大学

鹿 児 島 経 済 大 学

九 州 大 学

熊 本 大 学

福 岡 女 子 大 学

西 南 学 院 大 学

筑紫女学園短期大学

平成６年度

（ ）
九州大学 九州芸術工科大学

国

公

私

熊 本 大 学

大分県立芸術文化短期大学

活 水 女 子 大 学

佐 賀 医 科 大 学

宮 崎 公 立 大 学

鹿 児 島 経 済 大 学

九 州 大 学

宮 崎 大 学

福 岡 県 立 大 学

九 州 産 業 大 学

筑紫女学園短期大学

平成７年度

（ ）
九州大学 九 州 産 業 大 学

国

公

私

鹿 屋 体 育 大 学

北 九 州 大 学

第 一 薬 科 大 学

琉 球 大 学

長 崎 県 立 大 学

南 九 州 大 学

九 州 大 学

九 州 工 業 大 学

九 州 歯 科 大 学

久 留 米 大 学

筑紫女学園短期大学

平成８年度

（ ）
九州大学 西 南 学 院 大 学

国

公

私

九州芸 術工 科大学

福 岡 女 子 大 学

九 州 東 海 大 学

佐 賀 大 学

九 州 歯 科 大 学

熊 本 学 園 大 学

九 州 大 学

大 分 大 学
北 九 州 大 学

九 州 共 立 大 学

西南女学院短期大学

平成９年度

（ ）
九州大学 福 岡 教 育 大 学

国

公

私

九 州 工 業 大 学

熊 本 県 立 大 学

九 州 女 子 大 学

宮 崎 大 学

鹿児島県立短期大学

久 留 米 工 業 大 学

九 州 大 学

佐 賀 大 学

九 州 歯 科 大 学

福 岡 大 学

西南女学院短期大学
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年 次
（回次）

幹事館 副 幹 事 館 監 査 館 表彰委員館 編集委員館

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

九 州 芸 術 工 科 大 学

福 岡 女 子 大 学

九 州 国 際 大 学

中 九 州 短 期 大 学

中村学園大学

福 岡 教 育 大 学

長 崎 大 学

福 岡 県 立 大 学

長崎県立女子短期大学

西 日 本 工 業 大 学

筑 紫 女 学 園 大 学

九 州 大 学

佐 賀 医 科 大 学

福 岡 女 子 大 学

第 一 薬 科 大 学

福岡国際大学・福岡女子短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

九 州 工 業 大 学

大分県立芸術文化短期大学

鹿 児 島 経 済 大 学

沖縄キリスト教短期大学

福 岡 大 学

鹿 児 島 大 学

大分県立芸術文化短期大学

別 府 大 学

中 九 州 短 期 大 学

九 州 大 学

佐 賀 大 学

長 崎 大 学

福 岡 県 立 大 学

熊 本 工 業 大 学

福岡国際大学・福岡女子短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

九 州 工 業 大 学

大分県立芸術文化短期大学

鹿 児 島 国 際 大 学

沖縄キリスト教短期大学

福岡女子大学

大 分 大 学

宮 崎 県 立 大 学

宮 崎 国 際 大 学

中 九 州 短 期 大 学

九 州 大 学

沖 縄 国 際 大 学

宮 崎 医 科 大 学

北 九 州 大 学

西南女学院大学

福岡国際大学・福岡女子短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

福 岡 教 育 大 学

宮 崎 公 立 大 学

福 岡 工 業 大 学

九 州 大 谷 短 期 大 学

福岡教育大学

宮 崎 医 科 大 学

北 九 州 市 立 大 学

筑 紫 女 学 園 大 学

沖縄キリスト教短期大学

鹿 児 島 大 学

九 州 歯 科 大 学

西 九 州 大 学

活水女子短期大学

九 州 大 学

九 州 女 子 大 学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

福 岡 教 育 大 学

宮 崎 公 立 大 学

福 岡 工 業 大 学

九 州 大 谷 短 期 大 学

福岡工業大学

大 分 医 科 大 学

熊 本 県 立 大 学

九 州 情 報 大 学

九州大 谷短 期大学

琉 球 大 学

福 岡 県 立 大 学

鹿児島純心女子大学

活水女子短期大学

九 州 大 学

大 分 大 学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

佐 賀 大 学

北 九 州 市 立 大 学

九 州 共 立 大 学

筑紫女学園大学･短期大学

筑紫女学園大

学 ･ 短 期 大 学

鹿 屋 体 育 大 学

宮崎県 立看 護大学

九州ルーテル学院大学

筑紫女学園大学･短期大学

九 州 工 業 大 学

福 岡 女 子 大 学

九州看護福祉大学

西南女学院大学・短期大学

九 州 大 学

宮 崎 大 学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

佐 賀 大 学

北 九 州 市 立 大 学

九 州 共 立 大 学

筑紫女学園大学･短期大学

西南学院大学

熊 本 大 学

福 岡 女 子 大 学

志 學 館 大 学

東九州女子短期大学

福 岡 教 育 大 学

九 州 歯 科 大 学

南九州大学・南九州短期大学

西南女学院大学・短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

長 崎 大 学

熊 本 県 立 大 学

九 州 東 海 大 学

鹿児島純心女子短期大学

九州産業大学

琉 球 大 学

沖縄県 立看 護大学

西 南 女 学 院 大 学

鹿児島純心女子短期大学

熊 本 大 学

北九州市立大学

西日本工業大学

鹿児島純心女子短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

長 崎 大 学

熊 本 県 立 大 学

九 州 東 海 大 学

鹿児島純心女子短期大学

福岡国際大学・

福岡女子短期

大 学

佐 賀 大 学

鹿児島県立短 期大学

福 岡 女 学 院 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

鹿 屋 体 育 大 学

福 岡 県 立 大 学

筑紫女学園大学･短期大学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

熊 本 大 学

宮 崎 県 立 看 護 大 学

福 岡 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

中村学園大学

九 州 工 業 大 学

九 州 歯 科 大 学

久 留 米 工 業 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

福 岡 教 育 大 学

福 岡 女 子 大 学

九州女子大学･短期大学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学
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年 次
（回次）

幹事館 副 幹 事 館 監 査 館 表彰委員館 編集委員館

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

熊 本 大 学

宮 崎 県 立 看 護 大 学

福 岡 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

福岡教育大学

宮 崎 大 学

大分県立看護科学大学

別 府 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

長 崎 大 学

九 州 歯 科 大 学

鹿 児 島 国 際 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

大 分 大 学

福 岡 県 立 大 学

九 州 産 業 大 学

九 州 大 谷 短 期 大 学

福岡女子大学

福 岡 教 育 大 学

宮 崎 公 立 大 学

福岡国際大学・福岡女子短期大学

鹿児島女子短期大学

鹿 児 島 大 学

北 九 州 市 立 大 学

西 南 女 学 院 大 学

中 九 州 短 期 大 学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

大 分 大 学

福 岡 県 立 大 学

九 州 産 業 大 学

九 州 大 谷 短 期 大 学

福 岡 大 学

長 崎 大 学

福 岡 女 子 大 学

鹿児島純心女子大学

鹿児島女子短期大学

九 州 工 業 大 学

北九州学術研究都市学術情報センター

活 水 女 子 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

宮 崎 大 学

長 崎 県 立 大 学

熊 本 学 園 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

福岡工業大学

鹿 児 島 大 学

大分県立芸術文化短期大学

福 岡 女 学 院 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

佐 賀 大 学

福 岡 県 立 大 学

九 州 国 際 大 学

九州大谷短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

宮 崎 大 学

長 崎 県 立 大 学

熊 本 学 園 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

筑紫女学園大

学 ･ 短 期 大 学

大 分 大 学

沖縄県 立看 護大学

九 州 東 海 大 学

九州大 谷短 期大学

琉 球 大 学

福 岡 女 子 大 学

沖 縄 国 際 大 学

鹿児島女子短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

鹿 児 島 大 学

鹿児島県立短期大学

久 留 米 大 学

鹿児島女子短期大学

西南学院大学

鹿 屋 体 育 大 学

北 九 州 市 立 大 学

九 州 共 立 大 学

鹿児島純心女子短期大学

宮 崎 大 学

九 州 歯 科 大 学

聖マリア学院大学

鹿児島純心女子短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

鹿 児 島 大 学

鹿児島県立短期大学

久 留 米 大 学

鹿児島女子短期大学

九州産業大学

熊 本 大 学

熊 本 県 立 大 学

九州保 健福 祉大学

東 九 州 短 期 大 学

大 分 大 学

北 九 州 市 立 大 学

西 九 州 大 学

東 九 州 短 期 大 学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

鹿 屋 体 育 大 学

九 州 歯 科 大 学

沖 縄 国 際 大 学

鹿 児 島 純 心 女 子

短 期 大 学

中村学園大学

琉 球 大 学

鹿児島県立短期大学

九 州 情 報 大 学

福 岡 国 際 大 学 ・

福岡女 子短 期大学

熊 本 大 学

北九州学術研究都

市学術情報 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

西 日 本 工 業 大 学

福岡国際大学・福岡女子短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

鹿 屋 体 育 大 学

九 州 歯 科 大 学

沖 縄 国 際 大 学

鹿 児 島 純 心 女 子

短 期 大 学

福岡教育大学

佐 賀 大 学

北九州学術研究都市

学術情 報セ ンタ －

長崎総 合科 学大学

鹿児島女子短期大学

福 岡 教 育 大 学

福 岡 女 子 大 学

沖 縄 キ リ ス ト 教

学 院 大 学

鹿児島女子短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

琉 球 大 学

大分県立看護科学大学

九 州 国 際 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

福岡女子大学

九 州 工 業 大 学

長 崎 県 立 大 学

西 日 本 工 業 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

鹿 屋 体 育 大 学

福 岡 県 立 大 学

九 州 情 報 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

平成 年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

琉 球 大 学

大分県立看護科学大学

九 州 国 際 大 学

九 州 栄 養 福 祉 大 学 ・ 東 筑 紫 短 期 大 学

福 岡 大 学

宮 崎 大 学

宮 崎 県 立 看 護 大 学

沖縄科学技術大学院大学

鹿児島純心女子短期大学

長 崎 大 学

九 州 歯 科 大 学

熊本保健科学大学

鹿児島純心女子短期大学

平成 年度

（令和元年度）

（ ）

九州大学

国

公

私

私短

佐 賀 大 学

宮 崎 公 立 大 学

福 岡 工 業 大 学

福 岡 女 子 短 期 大 学

福岡工業大学

福 岡 教 育 大 学

福 岡 県 立 大 学

純 真 学 園 大 学

福岡女 子短 期大学

鹿 児 島 大 学

北 九 州 市 立 大 学

西 南 女 学 院 大 学

福岡女子短期大学

令和２年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

佐 賀 大 学

宮 崎 公 立 大 学

福 岡 工 業 大 学

福 岡 女 子 短 期 大 学

筑 紫 女 学 園

大 学

長 崎 大 学

大分県立看護科学大学

九州ルーテル学院大学

鹿児島女子短 期大学

九 州 工 業 大 学

北九州学術研究都市学術情報センター

宮 崎 国 際 大 学

鹿児島女子短期大学
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年 次
（回次）

幹事館 副 幹 事 館 監 査 館 表彰委員館 編集委員館

令和３年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

九 州 工 業 大 学

福 岡 女 子 大 学

福 岡 工 業 大 学

鹿児島女子短期大学

西南学院大学

鹿 児 島 大 学

宮 崎 公 立 大 学

九 州 国 際 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

佐 賀 大 学

福 岡 女 子 大 学

久 留 米 工 業 大 学

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学

令和４年度

（ ）
九州大学

国

公

私

私短

九 州 工 業 大 学

福 岡 女 子 大 学

福 岡 工 業 大 学

鹿児島女子短期大学

九州産業大学

大 分 大 学

九 州 歯 科 大 学

鹿児島純心女 子大学

鹿児島純心女子短期大学

琉 球 大 学

福 岡 県 立 大 学

鎮 西 学 院 大 学

鹿児島純心女子短期大学

令和５年度

（ ）
九州大学

国

公

私

福 岡 教 育 大 学

熊 本 県 立 大 学

久 留 米 大 学

中村学園大学

鹿 屋 体 育 大 学

大分県立芸術文化短期大学

第 一 薬 科 大 学

宮 崎 大 学

九 州 歯 科 大 学

九州女子大学・短期大学

令和６年度

（ ）
九州大学

国

公

私

福 岡 教 育 大 学

熊 本 県 立 大 学

久 留 米 大 学

福岡教育大学

熊 本 大 学

沖縄県 立看 護大学

西 九 州 大 学

大 分 大 学

北 九 州 市 立 大 学

別 府 大 学

令和７年度

（ ）

－ 69 －



九九州州地地区区大大学学図図書書館館協協議議会会総総会会当当番番館館一一覧覧

 

 

回次 年度 県別 大 学  

福 岡

熊 本

長 崎

佐 賀

鹿児島

宮 崎

大 分

福 岡

福 岡

熊 本

福 岡

長 崎

福 岡

佐 賀

福 岡

宮 崎

福 岡

鹿児島

福 岡

熊 本

福 岡

大 分

福 岡

長 崎

福 岡

佐 賀

〃

沖 縄

福 岡

大 分

宮 崎

福 岡

〃

〃

熊 本

鹿児島

〃

〃

九 州 大 学

熊 本 大 学

長 崎 大 学

佐 賀 大 学

鹿 児 島 大 学

宮 崎 大 学

大 分 大 学

西 南 学 院 大 学

九 州 大 学

熊 本 大 学

九 州 工 業 大 学

長 崎 大 学

福 岡 大 学

佐 賀 大 学

福 岡 教 育 大 学

宮 崎 大 学

八 幡 大 学

鹿 児 島 大 学

九 州 大 学

熊 本 商 科 大 学

久 留 米 大 学

大 分 大 学

北 九 州 大 学

長 崎 大 学

九 州 産 業 大 学

佐 賀 大 学

佐 賀 龍 谷 短 期 大 学

琉 球 大 学

九 州 大 学

大 分 大 学

宮 崎 大 学

九 州 歯 科 大 学

福 岡 女 子 大 学

福 岡 県 社 会 保 険 短 期 大 学

熊 本 女 子 大 学

鹿 児 島 大 学

鹿 児 島 県 立 短 期 大 学

鹿 児 島 経 済 大 学

回次 年度 県別 大 学  

平成元

福 岡

長 崎

宮 崎

大 分

宮 崎

長 崎

福 岡

佐 賀

沖 縄

福 岡

大 分

鹿児島

福 岡

熊 本

宮 崎

福 岡

長 崎

鹿児島

福 岡

佐 賀

沖 縄

福 岡

大 分

宮 崎

福 岡

熊 本

鹿児島

福 岡

長 崎

沖 縄

福 岡

〃

〃

佐 賀

鹿児島

福 岡

大 分

宮 崎

西 日 本 工 業 大 学

長 崎 大 学

宮 崎 医 科 大 学

大 分 県 立 芸 術 短 期 大 学

南 九 州 大 学

純 心 女 子 短 期 大 学

九 州 芸 術 工 科 大 学

佐 賀 医 科 大 学

琉 球 大 学

北 九 州 大 学

大 分 医 科 大 学

鹿 屋 体 育 大 学

西 南 学 院 大 学

九 州 東 海 大 学

宮 崎 産 業 経 営 大 学

九 州 工 業 大 学

長 崎 大 学

鹿 児 島 経 済 大 学

福 岡 女 子 大 学

佐 賀 大 学

沖 縄 国 際 大 学

九 州 女 子 大 学

大 分 大 学

宮 崎 大 学

福 岡 教 育 大 学

熊 本 大 学

鹿 屋 体 育 大 学

九 州 大 学

長 崎 大 学

琉 球 大 学

福 岡 県 立 大 学

九 州 歯 科 大 学

北九州学術研究都市（学術情報ｾﾝﾀｰ）

佐 賀 大 学

鹿 児 島 大 学

福 岡 教 育 大 学

大 分 大 学 学 術 情 報 拠 点

宮 崎 大 学
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回次 年度 県別 大 学  

令和

３

４

５

６

７

８

福 岡

長 崎

鹿児島

福 岡

熊 本

沖 縄

福 岡

佐 賀

鹿児島

福 岡

九 州 大 学

長 崎 大 学

鹿 屋 体 育 大 学

九 州 工 業 大 学

熊 本 大 学

琉 球 大 学

福 岡 教 育 大 学

佐 賀 大 学

鹿 児 島 大 学

九 州 大 学
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図書館情報システム ＮＡＬＩＳ

～図書館業務の高度化に繋げる『これからの図書館システム』～

株式会社 データ九州

図書館情報システム は、 を活用し図書館事業の本質「学術情報の収集と維持」、

「学術情報へのアクセス性向上」に繋げる『これからの図書館システム』です。

【お問い合わせ先】 株式会社 データ九州

公共システム事業部 文教ビジネス統括部

電話











福岡支店　図書館ソリューション営業部 

部分的な業務から図書館全体の管
理・運営まで、図書館のパートナー
として業務の効率化、サービスの
向上に取り組みます。

□ 図書・雑誌の受入・整理
□ 製本準備・受入
□ 装備
□ 未整理資料の一括整理
□ 閲覧・カウンター業務
□ 蔵書点検
□ 書籍移動・配架シミュレーション・
    書籍保管
□ 図書館運営・指定管理

図書館運営サービス

さまざまな資料の長期保存と活用
のため、劣化・保存状況、目的や
ご要望に合わせて、適切な保存処
置や環境整備をご提案します。

資料保存
創業以来培ってきた豊富なノウハ
ウと高い技術力で、さまざまな製
本に小ロットから大量発注まで柔
軟に対応します。 
    

図書館製本

図書館の運用に欠かせないシステ
ムやアイテムを数多く取り揃えて
います。                                   

□ 図書館システム
□ IC システム・IC タグ
□ 自動貸出装置・
    無断持出し防止装置
□ 磁気テープ
□ 書架・整理収納用品
□ 展示用品・保存用品
□ 図書館空間デザイン
□ ラベル・カード作成
□ オンデマンド印刷

システム＆サプライ
低コストで一括認識ができる
カラー・コード（カメレオンコード）
を活用した、効率的な蔵書管理ソ
リューションをご提案しています。

□ N-CLASS 蔵書点検・
    所在管理システム
□ 各種図書館システム連携

カメレオンコード

□ 画像データ化
□ 大判スキャニング
□ フィルムスキャニング
□ 既存データの変換
□ テキストデータ入力
□ 閲覧・公開システム・
　 ホームページの構築
□ 機関リポジトリ構築支援

デジタル・ソリューション
電子化・電子書籍の制作から、
Web 公開用のシステム・ホーム
ページの構築まで、資料の有効
活用をサポートします。　　　

□ 雑誌合冊製本
□ 新聞製本
□ 論文製本
□ 書類製本
□ 簡易製本
□ カルテ製本
□ リーフレット製本
□ 図書修理製本・再製本
□ 和綴じ

□ 洋装本の修理・修復
□ 裏打ち・
　 すきはめ（リーフキャスティング）
□ 軸装・額装の再仕立て
□ 脱酸性化処理
□ エンキャプスレーション
□ 帙・四方帙の作製
□ 環境調査
□ 書籍クリーニング

< カメレオンコード > は
株式会社シフトの登録商標です。

カメレオンコード

図書館サービスのご案内
ソフト・ハードの両面から図書館を支える「ワンストップサービスカンパニー」を目指し、

図書館の持つ可能性を最大限に生かすことのできるソリューションをご提供しています。

LIBRARY SOLUTION SERVICE

〒812-0051　福岡市東区箱崎ふ頭5丁目7-11

HP：https://www.nakabayashi.co.jp/　MAIL：toshokan@nakabayashi.co.jp
TEL:092-641-3661 FAX:092-641-3699



問い・本・対話が連なる 毎月更新の一畳ライブラリー

ほんのれん
ほんのれんは、毎月「問い」をお届けする更新型の一畳ライブラリーサービス。
人が行き交ういつもの場所を、人と人とがつながる対話の場に変化させます。
本を片手にちょっと深い話を交わしたり、自分や人の意外な一面を見つけたり。
正解のない問いをめぐり、個人や組織に新たな発見や気づきを生み出します。
「読んで話す」新習慣で、まなびつづける風土をつくります。

●資料請求・お問い合わせ● 丸善雄松堂㈱ 九州支店 TEL 092-561-1831

気軽、だけど深い。毎月の「問い」

社会の話題や時候から今こそ考えたい旬なテーマ
を毎月「問い」にしてお届け。多様な視点の５冊
の本・共読ツールをセットにしてお送りします。

組織を越えた、知のネットワークを創る

全国に広がる「ほんのれん」導入機関を同じ問い
で繋ぎ、様々な立場の人々が対話・交流する越境
の機会をリアル・オンラインで提供しています。

公式サイト honnoren. jp



  丸丸善善ジジュュンンクク堂堂書書店店  
外外商商部部  福福岡岡営営業業所所  

 

＊店頭での選書ツアーも受け付けております＊ 

＊メールでお気軽にお問い合わせ下さい＊ 

＊請求書払いにもご対応しております＊  
  

  

おお問問合合わわせせ先先    ＥＥ--mmaaiill  ffkk--ggaaii@@jjuunnkkuuddoo..ccoo..jjpp  

福福岡岡市市中中央央区区大大名名 11－－1155－－11  天天神神西西通通りりススククエエアア 44FF  

電電話話・・009922--773388--33440055    ＦＦＡＡＸＸ・・009922--771177--77332211  

おお申申込込みみ・・おお問問いい合合わわせせはは、、株株式式会会社社紀紀伊伊國國屋屋書書店店 九九州州営営業業部部   
福福岡岡営営業業所所  TEL 092-437-5353  〒812-0016 福岡市博多区博多駅南1-3-11 KDX博多南ビル6F    
熊熊本本営営業業所所  TEL 096-322-5666 〒860-0806 熊本市中央区花畑町4-1太陽生命熊本第2ビル2F
鹿鹿児児島島営営業業所所  TEL 099-223-4519  〒892-0847 鹿児島市西千石町17-3太陽生命鹿児島第2ビル8F
沖沖縄縄営営業業所所  TEL 098-887-3678  〒903-0804 那覇市首里石嶺町4-99-1 まるしんビル
【【本本社社】】デデジジタタルル情情報報営営業業部部 TEL 03-6910-0518 〒153-8504 東京都目黒区下目黒3丁目7番10号

法人向け洋書電子書籍230万冊が

紀伊國屋書店のWebストアで

すぐ買える！すぐ読める！
紀伊國屋書店の法人向けオンラインストアBookWeb Proで
洋書電子書籍サービスEbook Centralの電子書籍を

1冊から購入できます
※初回のみお申し込みが必要です

探したい本はここで見つかる。

政府刊行物のホームページ
hhttttpp::////wwwwww..ggoovv--bbooookk..oorr..jjpp// 

政政府府刊刊行行物物ササーービビスス・・スステテーーシショョンン 
天天神神：：福福岡岡市市中中央央区区天天神神 44--55--1100（（チチササンン天天神神 11FF））   市市役役所所：：福福岡岡市市中中央央区区天天神神 11--88--11（（福福岡岡市市役役所所 BB11FF）） 

TEL（092）721-4846                        TEL（092）722-4861

県県庁庁：：福福岡岡市市博博多多区区東東公公園園 77--77（（福福岡岡県県庁庁 BB11FF））    

TEL(092)641-7838                         

政政府府刊刊行行物物普普及及株株式式会会社社・・福福岡岡県県官官報報販販売売所所 

〒〒881100--00000011福福 岡岡 市市中中 央央 区区天天 神神 44 -- 55-- 11 77 

TTEELL((009922))776611--11115511 FFAAXX((009922))775511--00338855



探したい本はここで見つかる。

政府刊行物のホームページ
hhttttpp::////wwwwww..ggoovv--bbooookk..oorr..jjpp// 

政政府府刊刊行行物物ササーービビスス・・スステテーーシショョンン 
天天神神：：福福岡岡市市中中央央区区天天神神 44--55--1100（（チチササンン天天神神 11FF））   市市役役所所：：福福岡岡市市中中央央区区天天神神 11--88--11（（福福岡岡市市役役所所 BB11FF）） 

TEL（092）721-4846                        TEL（092）722-4861

県県庁庁：：福福岡岡市市博博多多区区東東公公園園 77--77（（福福岡岡県県庁庁 BB11FF））    

TEL(092)641-7838                         

政政府府刊刊行行物物普普及及株株式式会会社社・・福福岡岡県県官官報報販販売売所所 

〒〒881100--00000011福福 岡岡 市市中中 央央 区区天天 神神 44 -- 55 -- 11 77 

TTEELL((009922))776611--11115511 FFAAXX((009922))775511--00338855

政府刊行物政府刊行物

IMPORTER OF ACADEMIC PUBLICSTIONS & SOFTWARE

福福 岡岡 海海 外外 株株 式式 会会 社社

海外学術書籍、雑誌、国際会議録、規格、データベースの輸入販売、

及びそれらのデジタルコンテンツでの販売とサポート

〒 福岡市博多区奈良屋町 番 号

☎
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